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1．諸　　　　　言

　繊維と染料および洗剤の三つの物質は，それぞれが単独で利用されることは少ない。即ち人

類がこれら三つの物質間の関係の理解を深めることによって，次々と新しい物を見つけ出し，

造り出し，利用して，人聞の衣生活の豊かさを向上させてきた。したがって繊維，染料および

洗剤は，その相補的発展の中には深い歴史的相関関係があるものと考えてよいだろう。繊維，

染料および洗剤は，人間の生活における基本的な物質として，重要な位置を占めてきた。さら

に今後においてもその重要性はかわらないという観点から，それらの歴史的相関関係を知るこ

とは意義あることと考える。

　「繊維，染料および洗剤の歴史的関係」を論ずるに当って，「繊維の歴史的展開」を述べる

必要があるので，これを第1報とする。

　衣料材料は次の点において特徴的である。（1）食物と住居は，人間以外の動物においても，本

能的に自然界から見つけ出し，利用するが，衣料は人間だけが考えて見つけ，作り，利用する

最古のものの一つである。（2〕食物についで人間との密着性の度合が高いが故に，安全性が要求

されるものである。

　以上の点に着目しながら，衣料材料とくに繊維が歴史的に人間とどのようなかかわり方をし

てきたかを知るために，種々の文献の中から歴史的に重要と思われる事項を取り上げた。天然

繊維の中で4つの主要なもの，即ち麻等，綿等，毛等および絹等，さらに再生，半合成，合成

繊維の歴史的展開を示す年表を作成した。

　今までに上述した繊維の各々の歴史については論述されているが，歴史の同時代におけるそ

れぞれ繊維の関係，あるいは状況について述べたものがほとんどないので，ここではそれを中

心に述べ，考察を行う。

2．方　　　　　法

種々の文献の中から，繊維に関係のある内容で時代が比較的わかっている事柄を繊維別に歴

史の古い順序で縦方向に配列する。次に同時代の各繊維の事柄を横方向に酉己列する。以上のよ

うな方法で，縦方向には各種の繊維の事柄が時代の流れとしてとらえることができ，横方向に

は，同時代における繊維間の関係あるいは独立的事項をとらえることができる。
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　日本国内での事柄は，世界的事柄と深い関係があるので，特に別表にすることなく，世界的

事象の一つとして含めて記述した。

　引用文献については最後にまとめておいた。

　　　　　　　　　　　　　　3．説　明　と　考　察

　B．C．ユ0000年以前のことについては，推察の域と出ないので事実上論ずることは困難な状態

である。

　現代において，採集・狩猟生活を余儀なくされた横井庄一氏（グアム島残留日本兵）の衣生

活によれば，次の順序で自然に存在するものを利用している。1）始めはカエルの皮を利用し

た。2）次にパゴの木の表皮をはいで，内側の薄皮（靱皮部）を細くさいて繊維をつくり，さ

らに手で撚りをかけて糸をつくった。3）パゴの繊維から縄をつくり，それでワラジをつくっ

た。4）パゴの繊維は水に弱く腐りやすいことから，ヤシ殻の繊維から縄をつくり，ワラジを

つくった。5）パゴから得た糸を用いて，手編による編物をつくり，貫頭衣のようなものをつ

くった。6）織機を作って，織物を作った。7）織物を仕立てて，背広をつくった。

　以上の7つの順序は，人類誕生以来の衣生活における衣料材料の利用の歴史的順序と類似し

ている。氏は織物の存在を既に知っているにもかかわらず，直ちに織物をつくることを実行し

ないで，人類が歩んだと思われる歴史的順序をたどったことになる。しかもこれは歴史的順序

を敢えてまねたということでなく，氏の洞察と自然環境によって上の順序を歩んだものと考え

るのが至当だろう。したがって，年表ユの歴史的推察内容は，採集・狩猟段階の人類が考え，

営んでいく過程であろうと考えても無理はないと考えられるが，横井氏の衣生活の実態によっ

て証明されたわけでないことは明らかである。

　B．C．5000年頃　一自然界からの模索一

　当時の亜麻の織物がエジプトで発見されている。苧麻が中国で利用された。牧羊がメソポタ

ミアでおこなわれており，綿花の栽培が中央アメリカでおこなわれたが，革と綿の実は食用と

して用いられた。麻と羊毛のどちらがさきに衣料材料として利用されたがは不明である。この

ころまでは，自然界から衣料に適する材料の模索時代といえるであろう。

　8．C．4000年頃　一主要天然繊維の出現一

　麻はメソポタミア，ヨーロッパでも利用されていたことは確実であり，エジプトの麻織物の

技術はすぐれていた。羊毛は中央アジア，メソポタミアで紡ぎ織られていた。インドでは綿の

栽培がなされ，絹が中国で利用されはじめた。このころは，エジプトの麻，メソポタミアの羊

毛，インドの綿，中国の絹というように，四大文明発祥地に，現在の主要天然繊維の利用がそ

れぞれの気候，風土条件に基づいて定着したと考えられる。それぞれの発祥地においての織物

技術が他地域にくらべて特に高かったという点が注目される。長い歴史にわたって，周辺地域

に織物製品が伝播し，その後に技術が伝わり，諸地域でも生産されるという過程を経ることに

なる。

　主要天然繊維の確立の時代といえよう。

　B．C．3000年頃　一個別的に新繊維の発見一

　エジプトの麻織物の技術が著しく高く，今日の最高技術の製品に比べて劣らないほどのもの

である。日本でも土器の圧痕として麻の織物の存在が確認されだした。羊毛の織物が■一口ッ
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パで発見されており，中国でも毛織物の利用が始まっている。綿についてはインドで平織が出

土していることから紡織の技術があったが，インカの織物は機械織ではないようである。中国

の絹は野生の蚕からのものであることから養蚕はまだ行われていなかったと考えられる。ヨー

ロッバの羊毛にしろ，中国の毛織物，日本の麻の利用は文明の発祥地のそれの影響というより

も，その地域で独立的に見い出されたものと思われる。したがって主要天然繊維の独立的発見

時代ということができよう。

　B．C．2000年代　一文献に記録される一

　この時代の特徴的なことは，麻についてはメソポタミアの「粘土板」に，羊毛のことは「ハ

ムラビ法典」に，綿のことは中国の「書経」とインドの「リグ・ヴェーダ」に，絹のことは中

国の「甲骨文字」にみられるように，衣料材料が記録として残されるようになったことであろ

う。

　綿や毛織物が，貢物や交易品として各地に伝播されるようになった。中国では養蚕や，絹と

麻の斜文織にみられるように技術の向上がみられる。

　8．C．1000年～500年　一製品の交易一

　麻繊維の取扱いおよび絹の染め方については中国の「書経」に，綿布の技術については，イ

ンドの「マヌの法典」にみられるように技術的なことの記述が増える。ローマでは麻と羊毛が

利用されたり，ペルシアで羊毛の他に木綿さらに絹についても知られていた。バビロニアは毛，

綿および絹の交易で栄えていた。

　日本では土器の圧痕によって，織物の証拠があったということ位しかわかっていない。

　B．C．州年～200年頃　一天然繊維製品の初期の交流一

　ギリシャの「歴史の父」と称されるヘロドトスは，その著者「歴史」の中で，麻，羊毛，木

綿および絹のことを記している。ギリシャ人は4つの主要天然繊維のことを知っていた。羊毛，

さらにインドから輸入した木綿が，エジプトで利用された。アレクサンダー大王のインド侵入

によって，インドの綿，中国の絹織物がギリシヤに広く知られるようになり，毛織物の生産が，

ギリシャとインドで行われていた。養蚕や絹織物の生産が中国で広く行われた。

　日本ではこのころ利用されていた麻の種類がわかる程度であった。

　この時代は東方の綿と絹が西方に伝わり，西方の毛が東方に伝わる主要天然繊維の小規模交

流の初期の時代といえる。

　B．C100年頃　一天然繊維製品の交流拡大一

　羊の飼育とその品種改良，及び毛織物業がローマでさかんになる。シルクロードによって，

インドの木綿製品が中国へ，又中国と西域から絹製品がインドヘ輸出された。

毛織物が西域から中国へ，絹織物が中国から西域へと輸出された。

　日本では，このころの苧麻の織物と絹織物が発見されている。中国についで，日本で養蚕が

始まったと考えられている。

　主要天然繊維が世界的規模で生産あるいはその利用が拡張されていった時代ととらえること

ができる。

　A．D．100年頃　一天然繊維の交織一

　この時代は主要天然繊維の混合利用が行なわれた。ギリシャでは麻を経糸に，綿を緯糸に使

って織っていた。エジプトでは，地は麻で模様を羊毛で織る綴織が作られていた。エジプト，

シリア，パレスティナでは，中国からの絹織物をほどき，糸にして，羊毛や綿と一緒にして織
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りなおすことが行なわれた。旬奴では毛織物の模様を絹で刺しゅうする綴織が作られた。

　ローマのプリニウスの「自然誌」では，羊毛の品質を分類したり，綿についてエジプト種と

インド種について区別しているが，綿は木の実の中にいる虫が羊毛を出すと考えたり，絹は木

から生ずる綿や羊毛の繊細なものととらえていた。このように天然繊維の正体が不明であるもの

の，その利用の仕方に工夫があり，発展していった。天然繊維の混合利用が生まれた時代とい

えよう。

　A．D．200年頃　一日本産が文献に登場，中国でインド綿の栽培一

　ギリシャ，中国の南でインド綿が栽培された。

　日本の麻織物と絹織物のことが中国の文献にみられるようになり，中国から絹織物と毛織物

が送られた。

　衣料材料の歴史で日本が登場した時代である。

　A．i⊃．揃～揃年頃　一養蚕技術の伝播一

　イギリスに毛織物の技術が伝わる。中国では従来の木綿（モクメン）が淘汰されて，西域か

らの草綿（ソウメン，インド綿のこと）がとってかわるようになった。中国の養蚕の技術が中

国の外に広がり，インド，ペルシア，小アジア，イランさらに東ローマ帝国にまで広がる。

　A．D．7㎝～8㎝年頃　一目本に綿の種届く一

　養蚕はスペインまで広がる。綿もスペインに伝わる。綿の実がインド人によって，日本に伝

わるも，綿作は成功しなかった。

　日本の正倉院や法隆寺には当時の大陸からの毛織物，綿織物および絹織物がそれぞれにおい

て多彩に蔵されている。

　日本の麻織物と絹織物の技術が向上した。

　A．D．900～1100年頃　一スペイン，メリノ種を生む一

　羊毛のうち最もすぐれた品種のメリノ種の飼育がスペインで成功したが，国外へは秘密とし

た。イギリスとフランドル地方で毛織物業さかんとなる。日本でもわずかながら毛織物が生産

された。

　養蚕はスペイン，ペルシアおよびイタリアでも盛んとなる。

　スペインは，毛織物，綿織物，絹織物の3主要天然繊維の製造がさかんとなる。

　A．D．1200～1300年頃　一≡1一ロッパでは分業一

　麻綿の交織のファスチィアン織がイタりアで発達した。中国での麻織物の生産は，綿の出現

によって，おとろえた。日本では各種の麻の布が生産された。羊毛については，スペインで精

巧な毛織物を産出した。イギリスも勢力をもっていた。綿織物はスペインからイタリア，フラ

ンスヘと移り，とくにイタリアでファスチィアン織としてさかんであった。綿はイギリスにも

伝わったが，その存在が知られた程度で麻を輸入していた。絹織物はフランス、イタりアで生

産され，ナポり，ベニス，パりは絹の町として有名であった。

　羊毛はスペインとイギリスが勢力をもち，綿と絹はフランスとイタリアというようにヨーロ

ッパでは分業がみら札た。

　A．D．1400～1500年頃　一シーアイランド綿の発見一

　綿の栽培が朝鮮でおこり，日本はそれを輸入し，綿布の製織を行うようになった。コロンブ

スは，新大陸のシーアイランド綿（細くて長い良質の綿）をヨーロッパに持ち帰った。バスコ・

ダ・ガマはアフりカで・の綿の栽培を見聞した。
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　新大陸の発見にともなって，良質の綿をも知ることとなった。

　絹はフランス，イタリアさらにイギリスにおいても生産された。

　A．D．1600年頃　一英国，唐本で綿織始まる一

　羊がスペイン人によって，メキシコとアメリカに移入された。毛織物がポルトガル人によっ

て，日本にもたらされた。インカの綿織物がスペインにもたらされ，そのすぐれていることが

確認された。日本では，朝鮮からの綿の輸入を，中国の明からの輸入にきりかえるようになり，

衣生活に綿が登場するようになった。さらに明，ポルトガル及び朝鮮から綿の種が伝来し，東

北地方を除き全国で栽培されるようになった。綿織物がイギリスにおいて起こりはじめた。し

たがって綿織物業は世界的にみて，日本とイキりスが最もおくれていたといえるであろう。両

方とも，インドから両端にあるという地理的理由によるものの影響が大きいと考えられる。綿

は麻，毛および絹にくらべて繊維が短いので製織がむつかしいのもその原因と考えられる。

　明の絹織物技術が日本に渡来し，種々の絹織物が生産された。

　A．D．1700年預　一各国で主要天然繊維の織物を生産一

　イギリスは麻，羊毛，綿および絹の繊維産業がさかんになった。新大陸のアメリカ，バージ

ニア州でも羊の飼育，綿花の栽培，養蚕が行われた。

　フランスにおいて，毛織，綿織および絹織物発達する。

　日本では，麻，絹に地方の名がついた特産を生み出し，綿作も全国に広がり，さらに羊毛原

料を輸入して，毛織物をつくることができた。

　この時代は，世界的に主要天然繊維の織物の生産とその利用が広がった。さらにイギリスで

は，絹の生産が盛んとなる頃に，蚕の吐糸現象から，人造繊維のアイデアが始めて出された。

　A．D．舳0年頃　一イギリスの慶業革命一

　ユ8世紀まで綿の利用は麻との交織であったが，織機技術の進歩（産業革命）によって綿だけ

の製織が可能となり，麻の利用は，世界的に，急速におとろえた。日本においても綿の利用が

増大した。スペインの品質のよい羊毛を提供する羊（メリノ種）の輸出が解禁となり，たちま

ちその飼育が各国に広がった。絹の産業は、ヨーロッパで，東洋を凌駕するほど盛んであった。

　ヨーロッパは，羊毛，麻，綿および絹の産業において世界をリードしていた。

　A．D．1900年預　一化学繊維の萌芽一

　羊の飼育を日本で度々試みだがいずれも成功せず，原料輸入による毛織物業を行う。一方，

オーストラリアは大成功し，世界一の羊毛生産国となった二日本は綿紡績機を導入することに

よって綿織物の生産が増大したが，原料をインド綿に依存したことから，国内での綿作は急速

に衰えた。

　天然繊維の化学的研究が，ヨーロッパで行われるようになった。その結果，羊毛の染色性，

綿の光沢性の向上にみられるように，天然繊維の改質に応用された。さらに綿火薬の研究をき

っかけに，人造繊維の夢が実現した。現在も利用度の高いレーヨン，キュプラ（再生繊維）及

びアセテート（半合成繊維）が発明されたが，まだ工業的実用化にまでいたらなかった。

　A．D．1900～1930年預　一化学繊維の工業化一

　綿の化学成分であるセルロースの物理化学的研究が深まる。セルロースを中心にして，繊維

物質が低分子か高分子であるかの学問的論争が続いた。天然繊維の欠点を化学的に改良するこ

とが進んだ。

　レーヨン，キュプラおよびアセテートの工業的生産がおこなわれた。

221



田　　辺　　勝　　利

　日本では，綿布の生産量は，世界第2まで成長し，レーヨンの工業化も進んだ。

　A．D．　1930～1950年預　一合成繊維の出現一

　スタウデイシガーによって，セルローズが高分子であることが明白となった。低分子物質を

高分子化することにより，自然にはない繊維を人工的に合成する気運が生まれた。ナイロンに

続いて，ビニロン，ポリエステルおよびアクリルの4大合成繊維が誕生した。合成高分子の研

究に主力が注がれ，天然高分子の研究が十分になされなかった。

　A．D．1950～1舳年預　一天然繊維の見直し一

　合成高分子化学によって得られた知識を基にして，天然高分子の研究に目を向けられた。タ

ンパク繊維の羊毛と絹の微細構造の研究が深まり，その結果羊毛の改質が生まれた。

　新しい合成繊維が次々と開発されたが，大量に汎用性となりうる繊維は出現しなかった。新

規の合成繊維の開発に限界がみられた。

　＾　h　　仙m’そn”仕帽　　　ヨ＝舳岨4＾L人』＾↓＾＾信⊥⊥　h．〕．　　1目。””1■’，』＾ト＾巣　　■フ、7俗躍凱湘霞。百月比徽詞霞）刀j≡i…稚。■

　合成繊維の取り扱いの容易さにもかかわらず，風合いが天然繊維に劣ることが次第に認識さ

れるにおよんで，合成繊維の長所（イージーケア性）と天然繊維の長所（風合いのよさ）を生か

すべく，合成繊維と天然繊維のいろいろな組合せによる混紡がなされた。

　天然繊維の微細構造の研究成果を合成繊維に生かす工夫がされ，天然ライク合成繊維が出現

した。

　天然繊維，とくに羊毛と絹の微細構造の研究がさらに深まった。

　A．D．1970～1980　一天然ライク合成繊維の出現一

　綿，綿および羊毛に代表される性能を合成繊維に付与すべく研究がさらに深まり，天然繊維

に匹敵するもの，あるいは凌駕する合成繊維（シルクライク，ウールライク，コットンライク，

麻ライク）が造られた。特に合成繊維の吸水性と審美性の改善に努力が払われ，天然繊維には

ない審美性あるいは水分特性を有する合成繊維，即ちスーパーナチュラルともいうべき繊維も

生まれた。

　天然繊維では，染色や洗濯が合成繊維と同様に扱えるように，イージrケア性を求めた改質

がなされた。

　さらに全繊維を通して，防炎，帯電性等の人の安全に対する配慮もなされるようになった。

　1960年からユ980年にかけて，衣料用繊維とは別に，高機能性繊維ともいうべき，耐熱，高強

力，高弾性繊維が開発され，機能性新素材の一つとして他方面（医療，通信，航空，宇宙，海

洋，スポーツ用品）に利用され，繊維の機能性が拡大した。繊維の概念が一般化してきたとい

えよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　4．結　　　　　　言

　衣料材料の特質は人問が生活する上で必要とされる条件を満たすものであることはいうまで

もない。しかし，その条件の内容は矛盾する性質のものが多い。即ち，1）丈夫でなければな

らないが，やわらかくて，軽いものでなければならない。2）汚れは付着しにくいが染料は容易

に染着するものでなければならない，逆に付着した汚れは速やかに脱離しても，染料の退色は

あってはならない。3）必要なところにはひだができても，必要でないところにはしわができ

てはならない、4）外からの雨水には芋獲水性があり，内からの汗水は速かに吸水，発散し，通
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気性のあるものでなければならない。即ち人間生活にとって，機能的であり，保健衛生的であ

り，審美的であるものという性質を具備する衣料はきびしい条件を満たさなければならないわ

けである。さらに経済的，資源的問題もある。5）以上の条件が満たされても，希少価値的な

ものではなく，安価で大量に入手できるものでなければならない。

　人類が約ユ00万年をかけて，自然界の中から，上記の条件を出来るだけ満たすものを模索し，

見つけ出したものの中で，自然淘汰されて残ったのが，麻，羊毛，綿および絹の主要四天然繊

維である。これらの天然繊維はそれぞれ，文明の発祥地で見出され，そこを中心にして世界に

広がってゆくことになる。これらの繊維が世界に知れわたったのは，イキりスに綿のことが記

録されている13世紀頃と考えられる。文明の発祥地で，遺物として残っているのは紀元前2500

年のインドの綿を基準にとれば，綿は380Q年の歴史を経て，イギリスに知れたことになる。しか

し絹の技術が約2000年間，中国で秘密にされたにもかかわらず，15世紀にはイキりスでの絹の

製造がされていることから考えると，綿の伝播はその有用さにもかかわらずおそかったといえ

る。日本には8世紀に綿の種が入っている。人造繊維のアイデアは，イギリスで絹の生産の全

盛時代17世紀に出された。

　西洋人は自国で絹の生産がさかんになると（イギリスの場合，1660年頃），蚕が絹糸を吐くの

を観察して，ただちに人間の手で絹同様の糸がつくれるのではないかと考え，又実際に造ろう

と試みた。東洋人は紀元前3000年頃から，17世紀までの約4500年間の間，蚕が絹糸を吐くのを

観察してきたにもかかわらず，西洋人のような発想をもたなかったようである。

　このことは，おそらく当時の東洋人と西洋人の自然観の相違によるものと考えることができ

る。東洋人は，人間は自然の一部であり，言いかえれば，自然の動植鉱物も人間と対等の関係，

あるいは，それに近い関係であると考えたが、西洋人は人間と自然を切り離し，自然を客観的

に見つめ，さらに人間を優位の立場においたのである。東洋人は，蚕が美しい絹糸を吐くのを

おそらく敬意をもってみつめ，絹の美しさを損うことのないように，糸づくり，布づくりの工

夫をした。一方西洋人は，蚕が糸をつくるのであれば，人間は，絹糸同様，あるいは，それ以

上の優れたものをつくることができると考えた。このような発想を端緒にして生まれた今日の

人造繊維の利用度は，全繊維の約半分に達している。

　又イギリスでの産業革命は綿工業がきっかけとなったユ8世紀である。

今日の繊維産業の基礎は，天然繊維の絹，綿の伝播の最も遅れた西方の端のイギリスにその端

緒をみることになる。化学繊維および合成繊維の歴史においてわかることは，天然繊維を基準

にして発展してきたことであろう。即ち天然繊維を離れてしまっては繊維たり得ないという上

記のきびしい条件があるからである。上記の条件を全部ではないが満たす天然繊維を自然界か

ら見つけるのに約五OO万年を要したが，化学繊維および合成繊維の歴史は，フランスのシヤン

ドルネが人造繊維の工業化をおこなったのは1884年であるから，ユ00年という長さにすぎない。

この間の数多くの人造繊維の開発の中で，綿，羊毛および絹と同等に利用される繊維は，ポリ

エステル，ナイロン，アクリル，レーヨン，キュプラおよびアセテートの6種類である。合成

繊維は前の3種に限定されている。

　シルクロードを通じて，東方の絹と綿が西方に伝わり，一方西方の毛が東方に伝わるにおよ

んで，麻と綿，麻と毛，毛と綿および綿と絹の混合利用による交織が，紀元後！世紀になされ

た。現在においては，合成繊維の新規開発の限界に達するや，天然繊維と合成繊維の混紡とい

う形での利用が生まれた。綿の出現によって，利用度の低下した麻が，ポリエステルとの混紡
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によって，再び利用度が高くなるという状況を生んだ。このように繊維の混合利用（交織，混紡）

は，繊維物質特有の歴史的流れと，とらえることができる。

　合成繊維は気候条件，土地の制約の影響を受けないという点と改良の余地があるということ

で，今後とも生産量が伸び，全繊維の中で占める割合も増えるだろうが，天然繊維の生産量も

漸増してゆくだろう。合成繊維が新たに生れようとも，改質がなされようとも，人間との親和

性が今以上のものでなければ意味を持たないであろうと考える。

　衣料用繊維は天然であれ合成であれ，歴史的に一貫して，人間とのかかわりを大切にしてき

たという点で，最もきびしくみつめられてきた物質であるということができるであろう。今後，

人間と物質の関係のあり方を考えて行く上で，人間と繊維の関係を知ることは，意味あること

と考える。

繊維および布素材の歴史年表1

麻の欄には麻類以外に蔓草類，樹皮類およびその他を含める。

毛の欄には羊毛以外の獣毛を含める。

綿の欄には草綿，およびパンヤを含める。

絹の欄には蚕以外の昆虫による素材を含める。

太字は日本に関わることを示し、細字は日本以外に関わることを示す。

繊維および布素材の歴史年表ユ

時 代

旧石器時代
　約100万年～

　　20万年前

中期旧石器時代

　約20万年前～

　　8万年前

・後期旧石器時代

　約8万年前～

　約1万年前

史　　　　的　　　　事　　　　情

　現在考えられている人類最古の祖先アウストラロピテクス（猿人，約100万年前）は，

すでに石器を使い，動物をとって食べていた形跡がある。さらにジャワ原人（ピテカン

トロプス・エレクトス），北京原人（シナントロプス・ペキネンシス）など，一連の原

人（20～45万年前〕は道具を使って動物を狩り、食料にした形跡があり，皮を入手でき

たことは確実であるが，衣服に用いたかどうかはわからない。

　次に現われたネアンデルタール人（1日人，8－20万年前〕は，中期旧石器時代を形成し

た。彼らは穴居生活をし，火を用い，道具の種類も増して大動物の狩猟を行なった。ま

た死者を埋葬する習慣の発生が宗教観念の芽ばえを思わせる。動物の皮はぎとして使わ

れたような石器があるが，衣服として用いたという積極的な資料に乏しい。しかし人類

の進化の途上ではじめて用いた被用量材料は獣皮であったということが，人類学，考古学

などの定説になっている。旧人ネアンデルタール人たちは，第四氷河期の寒さに対応す

るために，食料と1一て狩りとった野獣の毛皮をはいで、衣料として用いたらしい。これ

らの獣皮や魚肉類は動物の外表を被覆する材料であって，これをはぎとって人間の被服

材料に供することは合理的な考えであった。原始人たちが，編物，織物発明以前の衣料

として利用した理由も，ここにあると考えられる。

　約8万年前，ネアンデルタール人は絶滅し，代わって，ホモ・サピエンス（新人）が現わ

れ，しだいに繁栄してきた。フランスやスペインにある洞窟壁画の人物には裸の人もあ

るが，衣服を着ている姿もみられる。こうした衣服はおそらく皮製であったと思われ，

初期の簡単なものは毛皮をそのまま用いたであろうが，旧石器時代も終わりに近いマグ
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時　　代

中石器時代
　約1万年前～

　約7千年前

・新石器時代
　約7千年前～

　約5千年前

　　　　　　　　歴　　　　史　　　　的　　　　事　　　　情

ダレニアンの遺跡から，縫針が多数発見されたことから，のちには縫製されるようにな

ったと思われる。天然に生ずる繊維物質を生態的に扱うことは，昆虫，鳥類，獣類など

でもみられるが，これを生活資材として利用することは人類の歴史の中では後期旧石器

器時代にその形跡が認められることになる。地域によっては皮革のほかに樹皮や魚皮な

ども使われたと推測される。皮の服は現在あるいはごく最近まで，西南アメりカ，ユー

ラシア大陸北都の草原地帯，北米の北極都と太平洋周辺などで盛んに着られている。ま

た樹皮布は中央アフリカ，インドネシア，ポリネシア，南米などで用いられ，魚皮はア

ムール河畔のゴルデノ族やアイヌが最近まで用いていた。毛皮を体に結びつける方法は

皮紐であったか，縄であったか明らかでないが，いずれにしても，紐状の原始的工作物

を所有していた。骨針がひじように細く，植物繊維が弓の弦を作ったりすることから，

縫糸にも用いられたであろう。つまり繊維によりをかけて糸にする工夫が旧石器時代の

段階にすでに発見されていたと考えられる。

　今から1万年ほど前に地球は後氷期にはいり，自然環境に大きな変化が起きた。草原は

砂漠に，氷河は大森林になった。人々は採集，狩猟を行ない，道具類も進歩し，種類も豊

富なった。枯れ草，樹皮，つたなどによる結びの技術や籠・策・蒲（むしろ）などの編

組技術さらには他の網の技術などから類推すると，編物の技術，糸に撚りをかけること

を習得したと考えられ、る。編物が織物に先立って知られ，人類の最も古い手工技術の一

つであることはもはや定説でもある。

フィンランドのコルピラーティで，糸を交差した標本，すなわち植物の内皮からとった

撚糸をつかってすいた魚網の遺物が見い出されている。

　BC．7COO年代になるとメソポタミア北都で麦類が栽培され，羊や山一羊の飼育が始めら

れて，食料生産革命が起きた。農耕と牧畜の発生である。この農耕文化を母体として都市

を伴う高文化が生まれ，エジプト，メソポタミア，インダス，中国の諸文明になった。

衣服の面では織物の発明があった。定住により余暇が生じ，織物や衣服の製作なども女

性の手によって発生したと思われる。動物の腱，植物の靱皮などの線状物質は，織物の

ための繊維材料として利用されたと考えられる。

土器の出現する少し蔀には植物の繊維を編んで作ったマットができ，B　C5000年代にな

ると本格的な織物へと発展した。それは多くの紡錘軍の発掘や土器に付いた布の圧痕に

よってもわかる。人類は長い頭髪を処理するために髪の毛を流くという道具が必要であ

った。そのために櫛は古くから発達していた。このことは人問に柔軟な繊維体の平行線

的処理を教えてきた。人類が繊維体を自然から発見しだすと，それを人間の髪の毛のよ

うに強靱な繊維体にしたてて，1本の棒に規則正しくしばり，それを櫛状の工作物でひ

っぱることで，今日の糸のたてつくり（綜統）を覚えた，織物が技術的に発見されるた

めには，少なくとも数百という数の概念，平行の概念，糸の張力の観念（弓から考えつ

いたと思われる），　直角の観念，が必要であるがこれとともに最少隈2分の1ないし3

分の1の分数の概念が必要である。エジプトが分数を発見したのは，おそらく古王朝に

さかのぼる。中王朝には非常に巨大な数字と正確な分数の観念が壁の彫刻にのこってい

る。

インドはべ一ダ時代に，メソポタミアはウル王朝時代に，これらの数学的知識を獲得し

ていて，経糸，緯糸を織組むという技術が展開してきたのである。
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繊維および布素材の歴史年表2

年　代 麻 毛 綿 絹

B．C15000 ・9000－8000頃，北メ ・5000　メキシコ，テ ・蚕は桑以外では飼え

ソポタミアのイカリ ワカン渓谷より当時 ないので養蚕地域は

ム‘シャヒルでのち 栽培され，使われて 桑の生育地域により

に主要な家畜となる いた綿花が発掘され 限定される。桑は亜

羊，山羊，牛，馬な た。 熱帯原産である。中

どの骨が出土してい 国南部、雲南省から

る。 ヒマラヤ南麓，イン

ドアッサム地方で野

・4440（土180）又は42 ・4200頃　メソポタミ ’4000年以前にあった 生の昆虫から絹をと

OO（±250）世界で最 アのユーフラテス河 とされるペルー海岸 ることがおそらく70

も古い織物（亜麻の 岸で牧羊がおこなわ の多くの遺跡から，ト OO年以上の前から行

平織）が，エジプト れていた。 ウガラシやカボチャ われていたものと推

B．C，4000

の新石器時代のファ

イユム（e1Fayum）

の遺跡から発見され

た。織物の技術は西

アジアから伝えられ

たものと考えられて

いる。

亜麻の栽培は気候が

冷涼で，湿潤な気候

の地帯に適している。

B．C．3C00以上前には

エジプトやメソポタ

ミアの気候が現在よ

りも低温で雨が多か

ったために，この地

方でも亜麻が栽培さ

れていたのであろう。

このころ中国・アジ

アでは麻は苧麻が用

いらわ．ていた。

メソポタミアにおい

て，スーサの遺跡か

ら麻布片（大麻か亜

麻）が発見されてい

る。

・3500ごろ，ヨーロッ

パではドナウ河文化

に亜麻が知られてい

る。

・アンダーソンにょっ

羊毛をとる羊は温帯

から亜熱帯地方に多

く分布している。羊

は気候にかなり敏感

で，羊の飼養の最適

温度は年平均気温15

度前後で，寒さの限

界は2～3度で，雨

も関係し年間降水量

250～ユ270ミリの地

域が適し，年降水量

が152Cミリ以上の地

方は不適である。

中央アジア・トルク

メンのアナウの遺跡

から紡錘車が出土し

ているが，それは羊

毛を紡ぎ，織ってい

た。ことをしめしてい

などとともにワタの

種予が見出されてい

る。

綿の栽培北限は北緯

40度辺で，温度でみ

るならぱ生育期間の

気温が18度以上で，

成熟期に雨の少ない

地方で栽培される。

足されている

養蚕には気候が温暖

で，あまり湿度の高

くない地方がよい。

・3000頃　　イ云説によオi、

ば，中国の黄帝の后

妃西陵が，野蚕のま

ゆをもてあそんでい

るうちに，あやまっ

て熱湯の中を落して

しまった。箸を使っ

てそれを捨い上げよ

　うとしたところ，ま

ゆの表繭がときほぐ
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年　代 麻 毛 綿 絹

て中国河南省出土の る。 れて美しい細い糸が

土器面に麻織物（苧 箸先にかかり，だく

麻）のあとが認めら ・3300山3100　シュメ ・3000　インドのイン りあげても無限に糸

れている。 一ルの都市国家ウル ダスj11流域で綿の栽 が上がってくるのを

では，神殿が広大な 培が行なわれる。 見て，この細い美し

・福井県三方町鳥浜貝 土地と多数の家畜を い糸を用いて織物を

塚の縄文時代前期の 所有し，織物工場が シュメール（メソポ っくることを思いつ

層から，麻の繊維で 作られ，牡羊の彫刻 ダミア）のニップー いた。これが絹発見

作った縄や編み物が が残されている。 ルの精上板に木綿の の始まりと伝えられ

みつかっている。さ 記述がある（大自然 ている。

らに麻の種子2粒が 科学史） 西陵が養蚕，機織を

みつかった（198刻）。 指導したということ

が書物に記されてい

る。

B．C．3000 Eエジプトの亜麻布の
　　　一　　一　　I　　■　、　1　－　I　　一　　■

E3000　メソポタミア ・中国の絹織物は，中

1インチ平方当り， のシュメール人，皮 国東南地区の良港文

経160本，緯120本で スカート，肩掛，羊 化（紀元前約3300年

織られている精巧な 毛をつけたカウナケ 山2300年）にはじめ

ものであった。 スを用いた。 て出現したと認めら

れている。

・アりシャル（中部ア

ナトリア）から，亜 ・2525　エジプト第4

麻の栽培の記録が出 王朝メンカウラ王の ・2500　インド，この

ている。主として油 ピラミッドから羊毛 頃綿の紡織が行われ

をふくむ種子をとる が出土している。 ていた。インダス河

ためである。 下流域のモヘンジョ

ダロの遺跡から紡

・2500　スイスの湖上 ’2500　スイスの湖上 錘，銀壺に付着した

生活住居跡で亜麻の 生活住居跡でウール 綿の平織の布の断片

平織が発見されてい の織物が発見されて が発見されている。

る。（1853～4） いる。 綿織技術の優秀さを

証明している。

・2ユ60　エジプト，テ アンダーソンはその

一べから輸奈織のタ 著「黄土地帯」の中 このころインカで木 ・新石器時代の遺跡で

オルが出士している。 で殿櫨で発見された 綿（インドとは異な ある中国山西省南部

覇（酒を入れる器） る系統）が使用され からアンダーソン土

日本　野獣の皮を歯 に毛織物で包まれた ていた。ワカ・プリ 器とともに，仰音名期

でかんでなめし，衣 痕跡が証明された。 エタでは木綿糸を編 （ヤンシャオ）（2C00

服（腰巻型）とした。 又山東省で発見され んだ布や網が作られ ～1700B．C．）に比定

また樹皮布や魚皮も た彩陶土器を調べて た。振編のほかに平 されている繭殼と紡

用いられた。 みると毛織物の布片 織と同じく，経緯糸 錘車が出土している。

で文様がほどこされ の交差した織物もあ その繭は野生のクワ

・縄文中期の新潟県小 た痕もあるとのべて るが，機械織が行な コ（野蚕）と考えら

千谷上貝遺跡出土の いる。 われた形跡はない。 れている。

土器に布目の圧痕が 編みから織りへの過
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年　代 麻 毛 綿 絹

あってすでに織物が ・200Cごろ　メソポタ 渡的経過を示してい

存在したという報告 ミア、ウル第3王朝 る。

がある。 時代の泥板に羊毛紡 この遺跡からでる綿

ぎ女が6466人がいた は，26対の染色体を

ことが確認されてい 有するゴシピウム・

る。 バルバデンセと称し

アジア産とアメリカ

産の綿の雑種で，そ

の生成については諸

説がある。
I　　■　　■　　I　　I　　■

B．C．2000 ・1567一工085　エゾプ ・1792ハムラビ法典 中国の殿の時代，黄

ト，このころから麻． に，羊毛が，穀物と． ・2000頃　中岡，書経 河流域では養蚕や絹

織物きわめて精巧に

なる。亜麻布にのり

づけによってひだを

1卜旬。　レ’」1よ時房フ正；包

説明するという説が

ある。又それまで平

機だった織機が竪機

に変わった。

アッカド（メソポタ

ミア）の粘土板には，

亜麻布を足で踏む，

ために石けんの処方

がある。（大自然科

学史）

1350　このころのツ

タンカーメン王の墳

墓から出土したアマ

布は現在も最上の保

存状態を示している。

このころ中国の墳墓

の副装品に付着して

いる布の断片がら，

当時平織，斜文織の

麻織物が奈一だ。

同様に必需品であっ

たことが知れる。

ユ500－1200　　ヰヒ匿天青

銅器文化，デンマー

ク，ユトランド地方

より毛織の男女の着

衣出土。

プレ・インカでアル

パカ，ヤーマなどの

獣毛が繊維原料とし

て登場。パラカス，カ

ベルナスから発掘さ

れた遺物には木綿平

織の地に獣毛で刺繍

した緻密なもので，

その模様は神性で全

体に幽暗な神秘性を

有している。

エジプトに毛織物の

知識は西アジアより

伝えられたが，宗教

的理由により毛織物

は急速には普及しな

かった。

このごろ中国で萬11装

品に付着している布

の断片から，毛織物

がみつかっている。

によると萬の時代に

南方の鳥夷が綿花と

綿織物を貢ぎ物とし

た。

織物が行なわれてい

た。

ユ300ごろ　股代の甲

骨文字には「桑，蚕，

紳，常」などの文字

がみられる。段代絹

織物の存在は銅器付

着の絹片によって確

められる。綾織の絹

はカイコ（家蚕）の

ものであることが明

らかにされている。
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年　代 麻 毛 綿 絹

1000頃　フェニキア 1000頃のバラモンの 1000頃，　華北の一

人，原毛とウール地 賛歌「リグ・ヴェー 帯で絹織物が行なわ

の遠隔地商業始む。 ダ」に，野生種のわ れていた。高級織物

たのことがしるされ は王室に付属する織

このころの原型的編 ている。 房においてつくられ

物（スプラング），ス 一このころ，栽培種の た。

カンジナビアで発見。 ワタがインドにあっ

たことはたしかであ

る。

B．C．1000 中国最古詩集「詩経」 ・ペルーのナスカとパ ・ペルーで，綿又は綿 中国の「詩経」高貴

に茎から繊維をとる ラカス・ネクロポリ とラクダ科の毛の混 には鍬綾，平織，

ために，大麻や苧麻 スで，ラクダ科の動 紡による織物技術高 染め色等の分類が行

を水に浸すことがう 物の毛織物，さらに 度に発達し，産業革 われている。

たわれている。 線との混紡による織 命以前の織物技術が

物発達する。 ことごとく存在した。 ・800～300　中国春秋

ローマ時代亜麻が使 戦国時代，「詩経」

われる。 ヨーロッパのハルシ 国風篇の蚕桑の記事

ユタット文化期に羊 から，養蚕が山東，河

九州の縄文土器文化 毛はことに多く使わ 南，山西，陳西，甘粛な

の晩期に織物の存在 れた。 ど黄河流域をおおい

が，土器の圧痕の布 一部は揚子江沿岸ま

目によって実証され 7工5　ローマて’ウー でおよんだ。

ている。1㎝平方に ル地の染色美始まる。

緯糸6－7本，経糸 ・ペルシアのメディナ

に10－12本である。 時代に木綿の布地が

土器の圧痕に，網， 知られていた。

編み物，織物などの

組織を通して認めら ・705－681　メソポタ

れ，編み物から織物 ミア、アツシりアで

への過渡的なものと 「羊毛のなる木」（綿

考えられる。 花）を栽培。

B．C．700 ・B．C．6世紀　インド，

セイロン，中国南部 ・バビロニアとアツシ

でタパ（クワ科の木 リアが戦火を交えた 700頃　メソポタミ

の樹皮をはいで，水 のは，インド産の木 アのアツシりア時代

に濡らして叩き，紙 綿（白い黄金）貿易 に絹が知られていた。

状に大きくのばして の権利の奪い合いが

つくる布）を利用す 原因であった。

る。

・バビロニア人は，ペルシャの毛織物，インドの綿布，中国の絹を地中

海沿岸に輸入，交易をした。

B．C．500 420　ヘロドトスは， ヘロドトスの「歴史」， 420　ヘロドトスは ・ヘロドトスは「歴史」

ボルガ河，カスピ海， クセノホンの「地誌」， 木綿に関して「歴史」 の中で，メディアの

黒海の沿岸一帯には プーj二一の「旅行記」 のなかで，野生の樹 衣裳の美しさをのべ

大麻栽培が行なわれ によれば，小アジア で，その美しさや品 ている。これは絹の
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年代 麻 毛 綿 絹

船のロープ，帆，衣 をはじめエジプトに 質において羊毛より ことを意味する。

料に伏すとのべてい おいても羊毛織物が すぐれた毛のとれる

る。バビロニアの人 着用されていたこと 実がなるものがあり，

々の亜麻のシャツの がわかる。 インド人はこれで衣

着絹の記述もある。 服を作る，と記して

いる。

・縄文晩期の木更津市

管全遺跡から大麻の ・このころエジプトで

種子が発見されてい 綿が使われていた。

る。 インドからの輸入に

よる。

目太の縄文晩塑の土

B．C．400

器面にみられる麻布

のあとによって存在

を知るその繊維とし

て縄いられたのは，

苧麻，大麻，科、楮，

穀，三極，藤などで

あった。

中国長沙の墓から出

土した麻布は平織で

その糸密度はユ0㎝間

に経糸208本，緯糸2

40本と報告されてい

る。

・アレクサンドロス大

王が・インドを攻略し

たとき，そこの住民

は毛の織物を利用し

ていたことが記録に

残っている。

・紀元前5世紀頃，今

の合衆国に綿花が移

入されたが，中南米

地方ではさらに古い

時代から綿の衣服が

作られていた。

中国戦国時代の地誌

「萬貢」には「南海

の住民は革からとっ

た繊維の衣服を着し，

貝すなわち木綿の精

巧な模様を織り出し

た布を陸にしまって

いる」との記事があ

る。又「前漢書」「貨

殖伝」には「その畠の

繋・細布は手釣，文

釆は千疋，若布・皮

革は千石」との記事

にみえる若布は木綿

とみなされている。

しかし疑問点もある。

インドのワタはアレ

クサンドロス大工の

遠征を通して、ギリ

シャ人に親しまれる

ようになった。大王

の軍隊，エジプトに

綿栽培を伝える。

・30C　〕一マのドカ’

中国湖南省長沙の戦

国時代の墓から各色

多数の平織絹，綾，

紗，糸，紙類，錦の

帯な一との断片が発見

されており，絹織物，

衣服に関する木簡（木

のつり札）も出土し

ており，絹織物が発

達した。

アリストテレス，ギ

リシャのコス島に蚕

がいて糸を吐き，そ

れを布に織ることが

できると述べている。

インドに侵入したア

レタIサンドロス大王

の帯下、中国産の絹

織物を発見。ヨーロ

ッパ人に絹の知識初

めて伝之られる。ア

レクサンドロスの東

征はペルシア人より

絹を奪うための計画
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年　代 麻 毛 綿 絹

とよばれる白木綿完 が加味されていたの

成する。 ではないかともいわ

れている。
’　　I　　I　　1　　I　　1　　■　　■　　I

a，C300
　　■　　’　　I　　I　　I　　－　　I　　－　　1　　－　　1　　■　　1　　－　　o　　I　　一　　■　　1　　1　　止　　’　　I

Eアりストファネスの ギリシャの哲学者，
　　　　　一　　■　　■　　’　　’　　…

R04　エジプトに絹

喜劇「女の平和」の テオフラストスは， が導入されている。

なかで，毛糸をつむ インド人が灌木をな

216　スペインの亜 ぐ話があり，毛織物 らべて植えて，綿を 300頃西アジアに

麻布がカンネの戦い がギりシャに普及し 得たとのべている。 ようやく中国産の絹

のさい着用されてい たことを示す。 が伝えられ，上流社

た。 ・アリストブロスは， 会の一部に使用され

　　　　　　　一Eペルシャ・パルァィ インド人が種嚢から る。

ア朝時代の羊毛作品 種子をとり出して「

が発見されている。 羊毛のように櫛です ・すでに中国では，辺

く繊維を得た」との 境から西域にかけて

　’　　川　　I　　u　　■　　■　　■

a．C．200 ・長沙馬王堆漢墓から インドの「マヌ法典」 馬王堆一号墓の遺体 200頃　　中国湖南

出士した20余点の麻 に羊毛のことが記さ のつつみものに，黄 省長沙馬王堆漢墓か

織物は目の細かい自 れている。 紗綿抱と，他の綿抱 ら漢代の絹織物は色

の麻，目の粗い麻， 4枚で，当時の高級 彩と紋様の種類はき

麻のひとえの着物と 晶である。 わめて豊富で，表現

報告されている。 法も豊かで高度であ

細麻布は砧で打った 200頃　ローマ人は インドの「マヌ法典」 る。

かと思われる平滑で ギリシャから輸入は に「長寿を欲するも

光沢のあるものがあ したCo1chian種の のは，綿の種子… このごろ中国漢代の

った。 雄羊とイタリア産の の上に立つことなか 絹はヨーロッパに輸

鑑羊を交配させて有 れ」と，綿の種子が 出され、ローマ，ア

インドの「マヌ法典」 名なTarentine（タ 尊敬された。さらに レクサンドリア，ア

に亜麻と大麻のこと レンタイン）種を作 「バラモンの聖紐は ソティオキアなど当

が記されている。 りあげた。シーザー 木綿にへ右撚の三条 時の大都市では軽く

は動物飼育に長じた の糸より成るものだ 透きとおる絹が同量

コルメラの協力を得 るべく、クシャトり の黄金と換えられた

て牧羊と羊毛工業を アのそれは大麻の糸 といわれる。中国を

奨励し，彼の軍隊の ヴェシアのそれは羊 セリカ（絹の国）と

ための衣料確保に努 毛のものたるべし」 呼び，シルクロード

めた。ヨーロッバを とあり，綿，麻，毛 の経路で絹貿易され

支配したローマ帝国 の」l1買に位置づけがさ た。

は各地へ牧羊を広め れていた。

たが，とくにスペイ ユ67中国，文帝ユ3，

ンの気候風土が牧羊 皇后みずから蚕を養

に適した。コルメラ う。

はスペインのカシス

に住んでいたので， 150前漢の文帝，

Taren　t｛ne種をス 旬奴に錦繍の織物，

ペインに運び，そこ 絹の衣服を贈り，旬

で小アジア（北アフ 奴を懐柔，馬絹交易

23ユ
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年　代 麻 毛 綿 絹

弥生前期の下関市綾 リガ）産のLaodician を行う。

羅木遺跡からは苧麻 種と交配させ，現在

を原料とする平織の の最高品種であるメ 14王　前漢の景帝，

：布片が発見されてい 1jノ種の始祖を作り 農業養蚕を奨励する。

る。1㎝平方に緯20 出した。

本、経18本。 このころの福岡県甘

・長崎市がらの布は， ローマ時代には綿花 木石粟山遺跡（1981）

3．3o皿’に経糸一〇本，緯 1OO～44　このころ， はマルタで大規模に から骨に付着した絹

糸30本の平織で繊維 ローマの羊飼育と毛 つくられたが，イン が，福岡市比恵遺跡

は穀（かじのき，桑 織物の製造始まる。 ド産のものは白くて から銅剣の身にまカ’

科）であろうとされ きめが細かいために れた絹とその柄に巻

ている。 イタリア南部には牧． 依然として尊重され かれた絹鐵維東が由

B．C．ユOO

A．D．　O

殻と楮（こうぞ，桑

科）は織物として拷

布（たくぬの）と呼

ばれ，木綿（ゆう）

ともいわれていた。

中国漢代の経済論争

として名高い「塩鉄

論」に「むかしは庶

民は70才，80才では

じめて絹物を着，そ

の他の人は集（から

むし）の織物を着る

だけでした」とある

ように麻は庶民の大

切な衣料であった。

このごろエジプトで，

地は麻布で模様を羊

毛で織る綴織が5～

羊・製糸・染色の業

がギリシャ植民者の

知識を借りつつ行な

われていた。

・50　中央アジアのオ

アシス都市にペルシ

アの毛織物が輸入さ

れ，西域の文化は急

速に発展。

このころ中国の張藩

が西域ルートを開発

して以来，西域から

毛織物中国に輸入さ

れる。

中国新彊ウィグルで、

漢代の古墓から毛織

物に絹の刺レ）うの

だ。

綿花はペルシア湾周

辺やアラビア，シリ

ア，小アジア，エジ

プトでも栽培された。

ワタはインドからイ

ンドシナを経て中国

南部にもたらされた。

・60　ローマに綿のテ

ントが現れる。

中国「後漢書」に南

海の住民は広幅の布

を献じており，雲南

た。日本で養蚕が始

まったのは古さにお

いて中国に次ぐもの

と考えられている。

中央アジアの桜欄の

遺跡から当時交易さ

れた漢の絹織物を示

している。

このころ，朝鮮楽浪

遺跡から絹布の出土

がある。

・75　ローマの将軍で

3執政官の1人ポン

ペイウス，中国から

絹地を持ち帰る。

・西方では，著作家た

ちがはじめて，絹を

極東から輸入される

きわめて高価な織物

　として記録している。

・5C頃中央アジアのオ

アシス都市に漢代の

絹織物が輸入されて

西域の文化は急速に

発展。

　2建平5，ノイン’

ウラ（旬奴の墓）か

　らギリシャ，イブン
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繊維，染料および洗斉一1の歴史的関係 （第！報）

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D．　O 10世紀のコプト時代 ある上着をまとった ほ住民は常畳すなわ 風の絹の掛布発見さ

までつくられた。 少女のミイラが出土。 ち木綿を産し，桐の れた。

中国で発達した絹織 木の花からとって績

物や刺しゅうの技術 いで布とし，白くて 中国，黄河上流居延

がシルクロードに沿 よごれにくいとのべ から柞蚕糸による平

って繭に伝わり，毛 ている（今日のパン 絹が発見されている

織物の技術と融合し ヤと考えられている） ことは，地方によっ

たことを示す。（ユ9 ては柞蚕・野蚕が用

84） 中国最古の綿布の遺 いられたことを示す。

品としては新彊省の

・北蒙古のノイン・ウ 犬砂漠中より発掘さ

ラからは漢代錦とと れた後漢代の墓から

もに麗（せん），羊毛 ら出土（エ959年）し

の綴（つづれ）の衣服 た藍と白の文様染め

が発掘されている。 の綿布や白木綿のズ

ボン，ハンカチなど

・98ごろタキトゥスの ・98ごろ　タキトゥス が知られている。

「ゲルマニア」によ の「ゲルマニア」に

れば，ゲルマン人の よれば，ゲルマン人 中国，後漢の頃，イ
インド上流社会の間

女子は麻の布を身に の男子は毛織物を使 ンドから交易品とし
に，中国あるいは西

つけていた。これを 周していた。 て，締が輸入され始
域産の絹織物が使用

茜色で染めていた。 めた。
されはじめた。

A．D，77

プリニウスは亜麻の プりニウスは，羊毛 ・77　ローマ，プリニ ’77　ローマの博物学

栽培はイタリア北部 をモレ”または“ゲ ウスは「自然誌」の 者プリニウスは「自

の湿った肥沃な土壌 ネロスム”（やわら なかで，エジプト綿 然誌」の中で「セレ

で急速に発展した， かい羊毛）と，“ヒ について，「上エゾ ス人の国（中国）は

と述べている。 ルストウム”（なが ブト地方のアラビア 森から柔かなふさふ

亜麻繊維を茎からと くふとい羊毛）（コ に面した地方には， さしたものを生ずる

り出す技術について ロニクム”（粗悪な ある人はゴッシピオ ので有名である。こ

述べている。プリニ 羊毛）と分類してい ンと，多くの人はク の青白い房がこのよ

ウスは亜麻布を染色 る。 シロンと呼ぶ灌木が うに木の葉に生えて

することについて批 ある。この木には毛 いるのをみつけると

判的な記述をしてい のはえたクルミに似 セレス人はこれを採

る。 た実を結び，その実 ってきて，水に浸し

のなかにいる虫から 糸とし，織って絹と

ギリシャ人，ローマ 羊毛が紡がれる。こ する。世界の東の涯

人は，エジプトから れほど白くてやわら セレスの地から極西

きめの細かい亜麻を かなものは他にない。 の国ローマに送られ

輸入した。 このころバクダッド， エジプトの神官たち この絹は貴婦人の装

ダマクスクにイスラ はこれで仕立てた衣 う美しい衣服となる」

ム人による毛織物工 服をこのんで着た。」 と述べている。

場が作られ，毛織物 とのべていてエゾプ 中国は絹の秘密を周

技術が進歩した。 トの綿が多年生の濯 到に守ったので，口

木からとられ，一般 一マ人は絹の正体を
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田　　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹

A．D． の衣料ではなく，聖 知らなかった。
77

職のものの衣服に用 ・中国，漢代の絹織物

いられていた。 は，錦，綾，綺，羅，

プリニウスは，灌木 殻，紗，絹（びらき

状のエジプト種の綿 ぬ）がみられる。

と，それよりも丈の

高いインド種とを区

則している。

ギリシャの百科事典 ギリシャの百科事典 ・飯塚市の立岩遺跡出

’＾串」」、・　月司’斗　　叩　． ⊥』中↓■；、．。与守口・　　r，　一 一」、廿伸　’十“十＿、　1一’十

A．D．

工OO

1」F男乱’」）レノ〈一よ，　’

マの経糸といっしょ

に織る緯糸をつぐむ

のにワタがつかわれ

たと述べている。こ

れはのちに「ファス

チィソアン織り」と

して，ヨーロッパ綿

工業のもっとも重要

な生産物となった混

合織物についての最

初の記事である。

1世紀末，イギリ又

の聖クレメントが聖

地に巡礼に行ったと

き靴の中に防寒用に

敷いていた羊の毛が

固まっているのをみ

て，フェルトづくり

を思いついたとされ

ているが，西域では

何千年もの前からフ

エルトは利用されて

いた。

140頃　　古代シり

ア（地中海沿岸）の

毛糸による編裂片発

見。

シリアの奥地のパル

ミラ　ナイル流域か

ら羊毛の遺品が発見

されている。口］マ

時代に羊毛の産地が

1乍琳小ルノ入ほ，　∫

マの経糸といっしょ

に織る緯糸をつぐむ

のにワタがっかわれ

たと述べている。こ

れはのちに「ファス

チィアン織，）」とし

て，ヨーロッパ綿工

業のもっとも重要な

生産物となった混合

織物についての最初

の記事である。

・オリエントとローマ

帝国との間の経済的

交渉の史料「エリュ

　トラ海案内記」には，

当時インド各地に産

する木綿織のことが

記され，白無地のほ

か，ラック染やイン

ジゴ染のものがふく

まれていた。

この頃，ギリシャ，エ

　リスで綿花が栽培が

大規模になされた。

工ω垂い’よ｝こハ』ほ

絹の平織の布が巻か

れていた。

エジプト，シリア，パ

レスティナで，絹の

紡ぎ糸をとるために

絹織物をほどき，そ

れをもっと細かい紡

ぎ糸に分け，それか

ら羊毛や綿の経糸な

いし緯糸といっしょ

に織りなおして，織

物をもっとたくさん
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第！報〕

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． ひろがる。 つくるという絹織物

ユ00 が栄えた。

ローマの作家，ペリ

工一ゲーテスは「中

国人の作り出した珍

貴ないろどりある絹

は，その美しさは野

にいまを盛りと咲く

花，その繊細さは蛛

の網に匹敵する」と

述べている。

ギ1」シャの文人ハウ

サニアスは「ギリシ

ヤ案内記」の中に「セ

レス人が織物を作る

繊維は植物から生ず

るのではない。全く，

植物からではなく虫

から生ずるのである。」

とやや正確な知識を

伝えている。

A．D． ・200静岡県登呂遺 ・草綿が西域のトルフ ’200新羅王，金銀
200 跡よりこのころの機 アン地方や林邑国 彩色および綾羅練絹

織用具発掘される。 （インドシナ半島） をもたらす。

織機を用いて麻布が でも草綿がうえられ

製織されていた。 ていた（「梁書」西北諸 2月0　中国魏より緯

戒伝　海南諸剛云）。 地文竜錦，等倭（日

・「魏志倭人伝」の記 バラモン教、仏教の 本）に贈られる。

述に「未稲，苧麻を 僧や貿易商人によっ

種え…，細字を出だ て綿花が移植された。 ・243　中国「魏志倭

す」とある。 人伝」に邪馬台国か

シリアの隊商都市パ ら魏へ献上した絹製

・238　倭国より魏国 ・238　日本，魂より ルミラから木綿織の 品の名が言己され，倭

への献上晶のなかに 圃（けい，毛織物， 断片が発見されてい 人が蚕桑を営み，糸

「斑布二丈」とある。 フェルト）を送られ る。 を績ぎ練や鵠（まわ

斑布は縞織の苧麻布 る。 た）を生産している

とか，草花を摺った ことを記載している。

まだら染の麻布との ・聖書には羊，羊飼， それらの絹製品は倭

諸説があ。 羊の毛，羊の子など 綿，緯育練（赤や青色

の語が数多くでてく の固織絹），織布等で

・聖書には旧約，新約 る。 ある。わが国独自の

A．D． を通じて，麻亜麻， 絹織物が織られてい

240 亜麻糸，亜麻布など たことを示す。
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田　　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹

A．D．
の謂が数多くみられ ・のちに異文雄錦（い

24C る。 もんぞうきん）を魏

243邪馬台国から に送る。

　　1曲　『
ｰへ木綿（コウゾ）

の布を送った。 ・247魏より紺地旬

文錦，白絹を倭に贈

る。

・285百済に移住し

ていた素人（弓月の

君）や漢人阿智王ら

ム｛工｛上甘心右　ノ月、F目

A．D．

A．D、

300

400

ローマ人，絹布を解

いて得た絹糸と麻の

混織を行う。

・倭文布という美しい

麻織物があらわれる。

緯糸に種々の色糸を

ローマ人，絹布を解

いフゴ旦ム畑ψ．Lコ＝（
｝　L1丁’」〕1出テ1、し「コ）’

混織を行う。

イギリスの毛織物業

の礎石は，このころ

駐留していたロー〉

・ユーフラテスの河岸

都市ハラビエから木

綿織の断片と織物の

取引文書が見つかっ

ている。

ローマ人，絹布を解

いて得た絹糸と綿糸

で混織を行う。

〃　　し　■o　し1リフ　、　）’凪

をつれて日本に帰化

し養蚕，機織の術を

伝えたと推測されて

いる。

中央アジア砂漠の南

路に沿う，ダンダー

ン・ウイリクから発

見された板絵には帽

子のなかにひそませ

て繭をこの地にもた

らした伝説を描いて

いるが，中国は製品

となった絹を輸出し

ても，その材料であ

る絹糸や繭や技術の

輸出をおこなわなか

った。

・赤縄100匹を任那王に

貝曽る。

コンスタンティノポ

リスとペルシアで，

絹織物産業が発展し

た。

蚕から絹を製するこ

とを知らなかったロ

ーマ人は絹布を解い

て，麻羊毛，線との

混織をおこなった。

このころから絹織物

の生産，中国の全土

に普及。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報〕

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． 用いた縞織である。 兵士が衣料用にする

400 ため毛織物業をウイ このころ　中国の一

ンチェスターで行っ 貴族の姫がチベット

たので，それから技 の王家に嫁ぐさい，

術を学びとったとい 蚕の卵と桑の実を文

われている。 庫に秘めて持ち出し

たことによって，中

国の養蚕の秘密が外

部に伝わった。これ

がやがてインド，ぺ

ルシア，小アジアに

伝わった。

イランの東部地方で

養蚕さかんになる。

・日本、このころの各

種の平絹類が各地の

古墳から発見されて

いる。

・東京の亀塚古墳から

平地斜文（ひらじあ

やもん）の絞出土。

・日本書紀によれば，

“桑に官き国県にして

桑を殖えしむ，又秦

の民を散ちて遷して

庸調を献らしむ”と

ある。養蚕・製糸さ

かんとなる。

A．D． このころ，大麻ヨー ・晴，唐の時代には西 ・507　日本書紀によ

500 ロッパにわたり，18 域との交通は繁く， れば，“帝王躬ら耕り

世紀まで重要な衣料 その地方の木綿に関 て，農業を勧め，后

の一つになる。 する知識は豊富とな 妃親ら蚕して桑序を

大麻はアジア大陸生 り，西トルキスタン， 勉めだま，…、”の親農

般にみられるもので イランにおける木綿 規蚕の詔を出してい

あった。 の栽培，使用の事情 る。

・554日本，百済の が明らかとなる。西 552東ローマ帯ユ

聖明王から耗雷毛（お 域から伝えられた綿 ステイニアヌスは中

りかも，フエルト） 種の栽培が行なわれ 国で宣教活動に従事

一領を献じられる。 多年生の木綿（パン していた2人のペル

ヤのこと）が淘汰さ シア人のネストリウ

れ一年生の草綿が栽 ス派修道僧と契約し
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田　　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹

A．D． 培されるようになっ て，中国から蚕の卵

550 た。（北方ルート）一 を盗み出させた。彼

方嶺南地方において 等は産卵紙と桑の種

も多年生の木綿が漸 子を竹の杖の中に隠

次淘汰されて，ビル してコンスタンチノ

マ，インドから伝え ］プルにもたらし，

られた一年生の草綿 ユスティニアヌスに

が栽培されるように 献じている（ギボン

なった。（南方ルー のローマ帝国衰亡史）。

’599　「日本書紀」 ト） 東ローマ帝国で養蚕

に「羊」の文筆みら がおこなわれる。こ

れる。「百済、ラクダ れがギリシャ，スペ

A．D．

A．D．

6CC

630

’610「日本書紀」に

よると，高麗の工芸

伝僧曇徴によって，

和紙の製紙法伝わる。

和紙の原孝斗は楮，三

極，雁皮，桑の木であ

る。

・亜麻の栽培技術，東

はアフガニスタンか

ら西はスペインまで

広がる。

一疋，うさぎうま一

疋，羊二頭，自雄一

隻を貢る」「羊」はや

ぎと解釈されている。

・600～700　エジプト

人によるワタの栽培

とその利用が始まる。

629　中国，梁書に

は「高昌国（トルフ

ァン地方）には草木

が多く，草の実は繭

のようであって，繭

の中の糸はさいろの

ごとく，名づけて自

量子という。国人こ

カをとり，織って市

となす。布はすこぶ

る軟白にして売買し

ている」とあり，自

畳とは自錦のことで，

紋織の木綿に相当す

るという説もある。

インに伝わって現在

の養蚕国フランス，

イタりアに拡がる基

礎となった。

「大唐西域記」によ

れば，中国唐の玄装

は，インド産の野蚕

糸を僑巷耶とよんで

いる。

・622日本「天竜国

曼茶羅（中富寺蔵）」

　のような繍芸品にみ

　られるように，絹織

　物の世界多彩となる。

「千夜一夜物語」に

は，きらびやかな絹

織物の記載がある。

7世紀未以降ヨーロ

ッパに進出したアラ

ビア人は養蚕機織を

その征服地北アフリ

カ，スペイン，シチ

リアに移植した。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第ユ綴）

年　代 麻 毛 綿 絹

661項　スペインに エジプトで絹織物の

木綿伝わる。 使用ふえる。
’　　’　　一　　1　　1　　I　　I　　一

A．D．
　　1　　1　　」　　一　　I　　I　　■　　■　　■　　1　　－　　1　　－

Vユ2　このころ，イ このころ，スペイン

700 キリスに初めて羊移 で養蚕がおこり絹糸

入される。 を産出する。15世紀

ごろまで発達する。

・このころ．日本，法 ・742　「法隆寺伽藍

・日本，「記紀」にしる 隆寺，南都諸大寺の 縁起並びに流記資財 ・このころ日本「日本
カ・し

される麻布・麻糸に 法会に饒（フエルト） 帳」の玄芙三蔵の袈 書紀」によれば，応

は，荒布、荒妙・自 が用いられる。 裟と言己す一領は白昼 神天皇の代に，呉の

妙・自細有明多聞 で，唐代の木綿でる。 国より織女を招き，

（あかるたえ），照多 錦綾の生産が行なわ

閉，明和幣（あかる ・法隆寺伝来と称する れた。

にぎて），照和幣・青 木綿裂は平織で古い

和幣などの品種が知 錦織の法によってい ・712伊勢，尾張な

られる。また，婦女 る。緯糸はZ然の糸 ど21国に初めて錦綾
　　たなづえ
ﾉは手未の調が課せ 2本引きそろえると が織られた。

L巧

られた。 ・正倉院の毛蟹は，白 ころはインド，西ア

・「万葉集」には麻を
かも　　い号かも　　1舳かも

`，色藍，華麗など， シアの文木綿に共通 ・752正倉院の宝物

詠んだものが12首あ とりどりで，無地の する。 中には日本で織られ

り，その当時の栽培 フエルト計蝸枚が伝 たことの明確な，綾

の様子や技術などを えられている。なか ’約’羅・錦が多く

うかがうことができ に新羅語の名、ミ、だを 国産と推察されてい

る。 つけたものもあるの る。

で，毛製品が朝鮮よ

’調庸の布の産地，駿 りもたらされたこと ・唐代の織物の実体は、

河，信濃，伊豆，相 を意味する。 中国にあっては出土

模，武蔵，安房，上 晶にたよるほかなく，

総，下総，常陸，上 敦蛙千仏洞，中央ア

野，下野，越後，佐 シアのアスターナ等

渡である。現在も越 中国，唐宋の絵画に から年紀のしるされ

後上布等うけつがれ みる毛製品は艶の使 た墓誌とともに発見

ている。 用が主である。 されている。伝世晶

・763　日本，藤原豊 としてはわが国正倉

威の娘（中将姫）が 院に蔵の犀円文綿，

蓮糸で曼茶羅を織る ・799　日本、三河国
琵琶袋の錦，幡の赤

（当麻寺現存）
（愛知県）に漂着の覚

地錦，獅子つがい文

寄人（インド人），綿 綾，また奈良当麻寺

・奈良時代，庶民の衣 の種子をもたらす。
の綴織当麻曼茶羅，

料には麻（主として 奈良国立博物館の刺

苧麻）が用いられ， 繍釈迦説法図等，数

高級織物は絹という 量ともに唐代染織は

具合に，用途による わが国にもっとも多

A．1〕． 分化がすでに固まっ く存している。

799 ．．n生。．．．
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田　　辺　　勝　　和

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． このころスペインに 一地中海岸地方で綿 815　日本，「新撰姓

800 おいて緬羊の飼育に 花の栽培行われる。 氏録」によれば，秦

成功し，スパニッシ アラブ人によりシり 氏の活躍により，養

ユ・メリノ種が生み アに伝えられる。 蚕・製糸・絹庸の業

出された。ちぢれが 80C目本，寛喬人 盛んになる。

細かく，長く細いの のもたらした綿種を，

が特長。長い間，輸 紀伊，淡路，阿波， 827　地中海のシシ

出禁止とした。 讃岐，伊予，土佐， リー島，イスラムは

大宰府などの諸国に パレルモに織物工場

植えたことが記され 建てる。

るが，やがて絶滅に

820　日本に．「新羅 帰した。（日本後記）。

帽」　にの㊨o い旬。

これを綿花の始祖と

二のころ，「延喜内蔵 され，又綿の神とし

式」によれば下野国 て農民の祈りの対象

より毎年饒10枚が供 にされた。鎌倉時代

進されていることか 建長ごろの人，衣笠

ら，若干の生産があ 内大臣は「しきしま

ったことがしられる。 の大和にはあらぬ人

からの，うへてし綿

の種は絶へにき」と

詠んでいる。「大木集」

このころ空海は南天

竺から唐に渡った金

剛智三蔵が所持して

いたと伝える、自牒

の金剛三味耶曼茶羅

をもち帰った。白蝶

は白昼で白木綿を慧

味する。「安祥寺資

財帳」には「自畳9

枚，長8尺，西天白

曼布1枚、長2丈，木

綿子1疋、長4丈，

木綿毯3条8尺」と

記され，木綿は西天

竺のものが含まれ，

薄手のもの，毬に用

いられる厚手のもの

人がコレキ羊2、自

羊刈，山羊3，驚2

を進む」と「日本紀

鴎」にある。

当時の模様を物語る

画が，西尾市の天竹

神社に奉納されるて

いる。

240



繊維，染料および洗剤の麗史的関係 （第1報〕

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D があったことが矢口ら

800 れる。

A．D、 ・エジプトでこのころ 900　イギリスにウ ・ペルシアで絹交織木 960漢代以前から

900 まで，地を麻布で， 一ル産業興る。フラ 綿が作られた。 行なわれていた平織

模様を羊毛で織り出 ンドルの織物金盛と 綾織に加えて嬬手織

した綴織（コプト織） なる。 ・木綿の生産が中国南 が現われて，織物の

がつくられた。 部から黄河沿岸に普 三原組織が完成した。

927「延喜式」に ・エジプト，羊毛のみ 反した。

「越後国商布一千段」 の綴織増加。 このころ中国の絹織

が上納されたと記録 10世紀中頃　スペイ 物は貴族中心から庶

されるように，苧麻 935「大唐呉越州」 ン，サラセン人がス 民を対象とするもの

の栽培、麻布の生産 の人，蒋蒸熱が羊を ペインを支配し，ア に産地ひろがる。金

にカを入れる口 献じた」と「日本紀 ブデラーマン大帝の 欄・嬬子生まれる。

略」にある。 統治下に綿花を移植

した。綿織物の勃興。 ・ペルシア，養蚕業は

日本の「うつぼ物語」 ヨーロッパでの綿織 非常な発達をとげ，

によれば，奥州から 物業のはじまりであ 貿易では中国をしの
と　かち

兎褐（兎毛の織物） る。 ぐ地位を占めた。

があったが，高級織

物で生産量は少なか ’スペインで養蚕が栄

えた。

A．D． イタリアで，シシリ

1C00 一島の王がギリシヤ

の捕りょのなかで養

蚕の技術をもつ者を

利用して養蚕広がる。

このころエジプトで

は優美繊細な絹織を

出している。

1020清少納言、「枕

草子」に“夜まさり

するもの、濃きがい

練りのつや”と絹の

光沢を表現している。

1058－64　このころ 1058川64　このころ 1058～64　このころ，

諸国の物産，甲斐の 諸国の物産，越前の 日本諸国に物産，（阿

斑布 綿。 波の絹，美濃の八丈，

常陸の綾，紀伊の練

イギリスのウールは 1ト13世紀　十字軍 等）このころ精巧絹

u世紀ごろ国を追わ の遠征は綿種とその を製す。

れて移住してきたフ 栽培法をヨーロッパ

2姐



田　　辺　　勝　　和

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． ランダース人に負う にもたらす。 イスラム綴はごく薄

1000 このころスペイン， ところが大きい。 い透きとおるような

イタリアで麻織物が このころ木綿の栽培， 麻地にほそい絹糸で

作られるようになっ 中国全土に普及，麻 コーランの章句や植

た。中世に地中海が にとってかわる。 物文を帯状に織り込

イスラム圏に入り， んでいる。

サラセン人によって ．西アジアのセルジュ

亜麻の栽培がもたら ク・トルコ帝国で編

されたことによる。 子地の紋織綿が現わ

れる。

A．D． l105　昌本，「信貴山 日本，平安，鎌倉時 ・綿工業はスペインか

1100 縁起絵巻」には麻糸 代に饒が馬具に用い らイタリア，フラン．

A．D．

120C

を積む老姐のすがた

が描かれている。

・平安末期の「扇面音

写経」に，足、ミ1み洗

いがみられるのは布

の繊維がかたくゴワ

ゴワしていたので，

手もみ洗いよりも多

　く用いられていた。

イタりア，ファスチ

イァン工業（綿麻の

混織）が東部地中海

沿岸やシシリー島の

綿花を原料に発達。

中国で発達した木綿

によって，麻織物の

出産壮〕。ム占ス

られ，それらは朝鮮，

満州の渤海、中国の

宋よりの渡来晶であ

った。

1171「頁練抄」に

「入道相国，羊五頭，

窮（じや）一頭を院に

進む」とある。

フランドル地方は羊

毛をローマに輸出し

た。

スヘとひろがる。

1128　中尊寺金堂の

藤原豆代の檜肉より，

綿発見。

鎌倉時代から室町時

代には，綿織物が中

国（宋）から輸入さ

れた。

イタリア，ファスチ

イアン工業（綿麻の

混織〕が東部地中海

沿岸やシシリー島の

綿花を原料に発達。

・エジプト，絹織の帯

文をもった綿布が織

りだされ，交織物，

紋織木綿はシリア，

イランからの技法が

伝えられた。

スペイン’バロセロ

ナは綿業の中心とな

n　制旦（べ仁鯛点

1128　中尊寺金堂の

藤原三代の棺内より

発見。綾平絹が残存。

・工147　シリア産の桑

の木，フランスに始

めて移植される。

・養蚕法に関する詳細

な解説が，中国の書

物に見える。

⊥た一一j　L　一一ん＝山一〇 ’、　映μμ”’　’　’’一冊山’I，’ ’’灰叩［，w』、　』阯」　一　‘」o

は有名であった。

・フランス，ドイツで

麻織物が織られるよ ・フランスに綿工業お

うになった。 こる。

1227「明月記」によ ・イタリアのフィレン ・ナポリ，ベニス，絹

・12世紀まで，中国は，

ヨ］ロッパヘの生糸

（〃亜ム捕巾士．＿斗1
’’応叫口｝小」“」　■’」0
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第ユ報）

年　代　　　　　　麻 毛 綿 絹

A．D．　　　れば，信濃の善光寺 ツエ，毛織物を中心 の中心地となる。

ユ20C　付近はただ麻を植う」 とする都市国家とな

とあるように盛んで る。

あった。

このころ、日本，麻 中国・宋末～元の始

布の品種が増す。荒 め頃，綿製品生産の このころパリが絹織
喜　上．ム

布，細布，費布，太 ための綿花栽培始ま 物の街になったとい

布，和布，准布，庸 る。 われるが，遺品にと

布などがある。苧麻 ぼしい。

繊維の取り出しや，

精製の差に応じて， 122一目本，私織始

皮剥苧，自苧、綱苧 まり，頁本の国民性

青苧，などの名称が にあった糸錦・縞・

づけられている。 錦があらわれて，錦

信濃，越後，越中が 1240　ロンドンのウ フランドルに綿工業 織の基礎をすえた。

主遵地。 一ル商の勢力しだい おこる。

に増大。 1229京都で，宋の

1250　このころフラ スペイン，メリノ種 綾の模作行なう。

ンドルの亜麻布をイ 羊毛から精巧な毛織

キリスに盛んに輸出。 物をつくっていたが，

その種芋の輸出は堅

1273　中国，孟礁の く禁じていた。 1273　中国，孟鱗の 1273　中国，孟旗の

「農業輯要」に苧麻 「農業輯要」木綿， 「農業輯要」に養蚕

について詳細な記載 ・フランドル，フラン について詳細な記載 について詳細な記載

がある。 スに羊毛を輸出，イ がある。 がある。

キリスにさえ輸出し

このころまで，エゾ ていた。 工298　イギリス，ヨ

ブトの亜麻がヨー口 一クシア，ボルトン

ッパで優位をしめて 修道院の帳簿にロー

いた。 ソクの芯，刺しゅう

エジプトは古代から 糸などに使う綿花の

14世紀末まで近隣諸 輸入のことが記載さ

国やヨーロッパに亜 れている。

麻布を輸出していた。

`．D． ユ315　イキりスでウ ・ベネチア綿業の中心 このころ，絹のヒロ

1300 一ステッド生地初め となる。 一ドの生産始まる。

て登場。

1350　イギリスの探 1349京都の職工，

1337～50　イギリス 険家と称される架空 山口で綾羅，紗を織

羊毛工業の基礎を固 の人物，マンデベル る。

める。 卿インドの「仔羊の

なる木（綿花）」を初 1386堺でも羅，紗

めて紹介。「インドの を織る。
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田　　辺　　勝　　和

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． フィレンツェの羅紗 綿の木の枝先には羊

1300 は染織の芸術の花で が住んでいて空腹に

あり，ルネサンスを なると下にたわんで

生む母胎となった。 草を食べる」という

空想物語が信じられ

日本，元明織物の渡 ていた。

朱とともに麓を上流 イタリア　ナポリで

者の敷物として輸入 このころ，朝鮮の高 嬬手織あらわれる。

される。書院の調度 麗時代，元の華北か

として重用された。 ら綿種伝わり，李朝

時代にはいってから

朝鮮において綿作が．

A．D、

ユ400

・南ドィッでバルケン

　ト工業（綿麻の混織）

が栄えた。

・ユ417　ドイツで麻の

手織始まる。

・日鮮貿易がさかんに

なると、わが国への

貢納品として多量の

麻織物がもたらされ

ている。

・1417　ドイツで毛糸

の手編始まる。

イギリス，3000頭の

メリノ種を輸入

スペイン，メリノ種

から得た税収によっ

て，コロンブスの航

海の資金にあてた。

新大陸発見は毛織物

の輸出によって，ス

ペインの毛織物業を

増大させた。

・1454　イキりスの羊

毛には5ユの等級が数

えられた。

普及。

・南ドイツでバルケン

　ト工業（綿麻の混織）

が栄えた。

・14王7　ドイツで綿の

手編始まる。

・1468　日本，朝鮮か

ら白木綿を輸入し，

需要が増大した。

1492　コロンブスは

西インド諸島で土人

が綿糸を使うのを見

てインドに着いたと

誤解した。

1492　コロンブスの

新大陸発見の帰途，

綿花のサンプル（長

繊維のシー・アイラ

ンド綿）を持ちかえ

る。新大陸は1日大陸

よりも良質の繊維を

産出1，た、

・15世紀前半，日本，

朝鮮より綿絹交織物

が貿易品として輸入。

・1455　イギリスに孝刀

めて絹製造業始まる。

このころ，フランス

のリヨン，ツールで

絹工業おこる。

フローレンス，絹織

物の産地となる。

■＾　；　一　一

インカ地方では繊細

な綿布を蒲用してい

たことが知られてい

る。
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報）

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． ・1月92～1521日本，

ユ400 この項綿花の栽培，

綿布の製織が行われ

すでに商晶化してい

た。商品を「きわた」

「みわた」といい，絹

のわたが「真綿」と

して区別されるよう

になった。

・エ498　バスコIダI

ガマ，アフリカを回

スペインの羊，この ってインドまで航海

ころ約200万頭。 したときに，アフり

カの原住民がアラブ

商人に教えられてワ

タを栽培しているの ・スペインの絹織物業

を見聞している。 衰退にむかう。

中国，麻と綿を交織 ・中国，明，綿作中国 中国，絹と綿の交織

をつくる。 一円にひろまり，高 をつくる。

級自無地，縞，格子

織，絹と麻との交織

もの蕃布など各種の

ものがあった。

中国，丘溶，「大学術

義補」に「綿の種は

あまねく天下にひろ

がリ，地は南北とな

く，みなこれに宜し

く，人は貧富となく，

みなこれに頼る」と

ある。
　’　’　」　■　一　』

`．D．

一　　I　　1　　一　　一　　■

・エ519　ピサロとコル

ユ500 ナッツ，メキシコで

綿花を発見し，綿織

物をスペイン王に献

上。

・明から唐木綿を輸入。

草月鮮綿布にかわる。

’1521「見聞集」によ 一五520　フランス絹産
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目ヨ　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹

A．D． れば，武蔵熊谷で綿 ・業の父，フランソワ

1500 種を売っていたこと 一世、ミラノより口

が記述されている。 一マ渓谷に養蚕を導

入。

・1522　ブラジルの原 ・ユ522中国，明の時

住民が綿花を寝具と 代，絹織物の種類が

して用いていたこと 豊富になるとともに

をマゼランは記録し 生産量も増大し，絹

ていた。 織物は著しく発達し

た。

・i530日本，このご
スから　大納赤生岳’　I’　　　’　■　　　■　l　1一一，一一」　’、⊥’日

・イギリス新たに3000

頭のメリノ種を輸入。

このころ，スペイン

の羊，約265万頭。

・1540　スペイン人．

メキシコに初めて羊

を移入，原住民，ウ

ールの毛布を織り始

む。

に登場。木綿は麻よ

りも栽培，布生産に

おいて手間がはるか

に軽く，叉染色の色

数が多いのと保温性

がすぐれているので

急速に普及する。

・1533　ピサロ，ペル

ー（インカ）の織物

はスペインよりはる

かに優れ古代エゾプ

　トの亜麻布に匹敵す

ると報ず。

・1536　スペインの探

険家，ド・バーカ，

アメリカが綿栽培に

適することを指摘。

・1541ポルトガル人

が豊後（大分県）の

領主に綿の種を献上

　した。

’冒本、中国の明より

綿の実を輸入。大和

地方で栽培する。
I　　I　　’　　』　　’　　1

A．D． ・日本，戦国時代の末，
・’

P555日本にポルト
　　　　　　　一　　．　　一　　1　　■

E西ドイツ，ネーデル
　　　　　　　　一　　　一　　　1
E目明貿易で輸入され

1550 下野（栃木県）で初 ガルの貿易船が初め ランドに綿業広まる。 たのは主に高級絹織

めて，亜麻が栽培さ てヨーロッパ産の「羅 物と生糸であった。

れる。 紗」，「毛織物」をも ・156C　イキりス，東

［一一 @中国の弓月より
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報）

年　代 麻 毛 綿 絹

A．D． たらす。 都地中海沿岸から綿 ・南蛮貿易の時代にも

｝550 花の輸入する。 ポルトガル人は日本

・15η　日本，大名， に中国の生糸・絹織

舶来品，ラシャ合羽 このころ，インドで 物をもたらした。

等を珍重する。西欧 は更紗（綿）等の芸

の服装に関心を示す。 術的な綿織物を発達 ・1547　イギリス王へ

上杉謙信は，ピロー させた。例えばダツ ンり一八世の持ち衣

ドのマントを雨衣に カのモスリンは400 裳に絹の編靴下見え

使用する。毛の掻水 番手もの細糸で織ら る。

性を利用したもの。 れ，婦人が身にまと

う長さ20ヤール，幅

イギリス，羊毛の生 ユヤールのサリー1

産が農村地帯にひろ 着分を指輪の穴へ通

くゆきわたり，織布 すことができるくら

工業が結びついて， いであった。

羊毛の輸出から毛織

物の輸出へとかわる。

・1573博多織はじま

る。

・1573　堺に明様の織

・1586宣教師，大阪 法伝来し急激に隆盛

城拝見，天主閣各房 となる。錦，金禰，

の狸狸緋合羽に驚嘆 紗紋紗，織子，縮緬

した。 ・ユ585　スペイン，オ を製織。

ランダを落し，これ

・ユ588　スペイン産メ をのがれた新教徒の

リノ種の羊毛世界的 職人は，イギリスに

に著名となる。 渡り，イギリス綿業

の基礎を形成する。

・1598　スペインの探

険家ド・オナテ，ア ・1594朝鮮より帰還

メリカ西部南に羊3000 の将士，綿穫を持ち

頭を運ぶ。 帰り，大和、近畿，

中国，四国に播種，

A．D． オランダの毛織物工 好成績をあげ，以後

工598 業，スペインを抜く。 木綿織勃興。
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田　　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹 再生．半合成．合成繊維

A．D． このころ，日本，陸 工607　ロンドン・カ ■600江戸で木綿の 1604　日本，絹の輸

1600 奥産の忍文字摺と奥 ンパニー羊の群をア 栽培，大和自木締等 入制限，各地で絹糸

布、上総の望陀布と メりカのバージニア が著名。 白絹を生産．桐生．

費布．越後上布，越 に送る 加賀、越前・近江．

前帝，奈良晒，薩摩 1614　イギリス，イ 丹後・甲斐・福島な

上布、などが著名で このころ，日本，「本 ンドより綿布輸入。 とに絹や紬の産地う

ある。 朝世事談綺」によれ まれる

ぱ，ビロードを織る 1637中国，宋応星

「守貞濃稿」は，「元 ことができた。原料 の「大工開物」 16ユg　アメリカ，バ

禄頃まで，高貴な人 の羊毛は繭鮪・麿船 一シニアに入植した

は絹を着るから軽く の持ちきたるものに ・1639除光啓の「農 開拓民は「金のなる

て．暖いが．貧駿の 頼る。 政全書」には綿の栽 木」すなわち桑の移

考は麻の刺し子を 培法，糸の製法，繰 植に成功したが結局

＾　一　＿　　　　一　　　一　　一．　　　　　　L　　’　’ ・1 @　　　■’一⊥　’．一！。。≒｛・⊥　＿1＿　　一 一■⊥　　　　⊥　　1　土。＝、⊥　一二　　　。．。．I I一一　　÷i　L，＿　’。｝　　一　　』　　　1

力試　しし、丁＝丁この．　等一ユ

寒さで死ぬ人もいた。

この頃木綿が着られ

るようになって助か

っている。しかし．

東北地方の庶民は麻

布の刺子を着て，厳

寒に苦しんでいる」

とある。

1677　イキ1」スにド

イツ方式による亜麻

紡績学校を設立。

ユ689　イキりスのダ

ンピア卿，マニラ麻

の記事を初めて紹介。

昌本，亜麻の種子を

輸入して江戸の薬草

園で栽培。薬用とし

て種芋をとるためで

ある。

lbほ　運猷1史節支君

常長が□一マ法王よ

り，ベルギーの見送

り飾毛織送られ．祇

園祭りで．羊毛の絵

織物として使われる。

現地でもすたれてい

るベルギー技法によ

るもので，重要文化

財になっている。

・1625　オランダ領東

インド会社．今のニ

ューヨーク市に半群

を送る。

1649　フランスのセ

ダンで高級ウール地

の製造始まる。

1677イギリス，冬

季，羊毛以外の衣服

の着用禁止。木綿の

輸入から羊毛工業を

保護するため。

オランダは毛織物仕

上工程に重点がうっ

り，イキりスは生産

締，和の製法などに

ついてのべた記事が

多い。

1648　マルセイユに

インド更紗工場設立

フランスに綿業広ま

る。イギリスにも綿

業おこる。

1650　アメリカのバ

ージニア州で綿花の

栽培始まる。

日本．16世紀終り頃

から17世紀にカ’けて

綿作は全国にひろが

って行った。平安時

代の養蚕業中心地は

錦作の中心地となる。

例えば，安房．三河，

摂津．河内，大和，山

城，近江，伊勢，但馬．

美作，備前，備中，

備後，安芸など

1689　自油濫鶴すま

しっぽ〔綿実油搾油

精製記録〕

縫循的に続かなかっ

た。

1660　このころイキ

1」スの絹の生産さか

んになる

工665　フランスのリ

ヨンの絹織物，イタ

■jアの水準に達す。

1667　フランス外国

製絹織物の輸入を禁

止。

1688　絹織に高機の

技術入る。

工664　イギリス，フ

ック「マイクログラ

フィア」の中で人造

繊維のアイデアを発

表。ゼラチンから糸

を作ろうと試みる

においで凌駕した．

1695　イキりス、イ

ンド産織物の便用を

禁ずる。

1697宮崎安貞の

「農業生者」には，

A．D．
「木綿は古は麿にも

1O目7 なかりしを　宋朝の
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報〕

年代 麻 毛 締 絹 再生，半合成，合成繊維

時分，蘭蛮より種子

を取来りて後，もろ

こしにひろまり、本

朝にも百年以前その

種を伝え来りて今昔

く広まれり・・．古木綿

末だわたらさるとき

は，庶民は云．…、に及

ばず，貴さも絹をき

る事ならざる者はた

だ麻布を以て脇とし

冬の寒気，…、せぎがた

くして．諸人困苦に

たへず…漸く五十以

上の者のみ鳥をきる

政なりて，それより

下の年比にていまだ

きぬ綿をきる事あた

ばず。…幸にして此

物（綿のこと）いで

き．賎山がつの肌ま

でおほ．…噂．誠に天

恩のなす所にして，

是れ貝一」ち天下の霊財

と云ひつぺし。」とあ

る。

A，D． ・ユ727アイルランド ・外国船で食用の纐芋 ・1720イキりス．木 1701イギリス，絹

1700 人，ホルドーン、海 が渡来したが、普及 綿地輸入を禁ず。 の輸入禁止する。

草による漂白法をス しなかった。

ゴットランドに導入 1738　イギリス，り ・1736　リヨンの絹織 ・1734　フランス，レ

し，亜麻布に利用。 ・1736　ゴブラン綴と ユイス・ポrル，紡 物とゴブラン緩が単 オミュウール，「昆

リヨンの絹織物が車 綾のローラ化。布の の両論となって，ヨ 虫の歴史」の中で，

1738　イギリス，織 の両輪となってヨー 経糸が麻から綿に変 一ロッパの織物界を 蚕が繭を作る状態に

物の縫糸に使われて ロッパの織物界をり わり，亜麻糸の供給 リードする。 着目して，漆を材料

いた亜麻が綿にかわ 一ドする。 の影響を受けなくな にして，人工的に絹

る。 る。 日本桐生，足寄，」に 糸に似た繊維の製造

中国に毛織物の興る 高機の技術がはいる。 の可能性を主張。

のは18世紀以後の西 1742　イギリス，パ ゴムから絹のような

欧文明の流入後であ 一ミンガムに最初の 　　　　一E1740　フフンス，ボ 糸を作ろうとした。

る。 綿紡工場成立。 ンがクモの網から手

袋，靴下をつくる。

このころ，日本，火 1759大阪．諸国の

事装東に羅紗の羽織 綿実集める。 ・1762　アメリカ，ア

を用いる。毛の難燃 スピンウォール、マ

性を利用。雨合羽． ・18世紀になるまで， ンスフイールドと二

鼻緒、帯にビロード 純綿織物はインドか ユー・バブルに蚕と

を使用することが多 らの輸入品であった 絹を移入，北部絹産

くなった。当時輸入 （ヨーロッパ）。 業の基を開く。

の毛織物にはピロー この時代の繍織物は
A．D．

ド、羅紗、呉呂、羅 スペインのものをの
1762
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田　　辺　　勝　　和

年　代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成，合成織維

世板（地薄の毛織物 そいで，大部分は綿

などがあった。 と麻、あるいは綿と

羊毛との混織であっ

てfustianあるいは

b肛。hentなどと略ま

れ，完全な純綿織物

が生産しうるように

なったのは産業革命

以降である。

1764　ハーグリーブス　　いわゆる　　ンェニー紡績機を発明　　　産業革命の発端となる。

A．D． 人類は18世紀まで． 工765　スペインのメ 1769　アメーjカ，ぺ フランス　18－19世

1764 長い繊維でないと衣 リノ種の輸出解禁に ンシルハニア，オッ 紀には国王の奨励で

料用の糸や布を作る より．7ランス，ド トrはじめて綿実 世界一の蚕糸業国と

A．D．

1800

のが困難であったが，

ハーグリブスの原始

的紡糸機等の登場に

よって，短い繊維の

綿紡が可能となり，

世界の衣料は麻から

綿製品が主力を占め

るようになった。

1η2近；工上布

このころ，日本．木

綿の栽培と使用の普

及につれて．それま

で庶民の衣料であっ

た麻布が木綿に駆逐

されるにいたった。

19世紀　　ヨーロツノ｛

亜麻31．5％

大麻3ユ．5％

1800　アイルランド

の亜麻布輸出，2500

イツ，イギリス他各

国に普及する。

1川　平賀源内．4

頭の羊を手に入れて．

飼育をし羅紗を織る

うとしたが、羊の病

気で失敗する．

1780　オーストラリ

アヘ移民，イキりス

より29頭のメリノ種

輸入．

工786　フフンス，ス

ペインよりメりノ種

芋を導入。

　1794スペインのメ

　りノ種芋，南アメリ

　カのアルゼンチンや

　現在のウルグアイに

導入。

の衣料材料の使用割合

　羊毛25．O％

1800　日本，毛織物

の製造を企てたが，

油搾油

1川　日本このこ

ろ木綿大いに普及，

伊勢・大和・河内の

願木綿．　　絹

や麻に代って最も主

要な繊維植物となる。

ヨーロッパでは，羊

毛，絹，亜麻は自給

できたが，綿はヨー

口・ノバ以外に依存し

た。

ユ798　イギリス，イ

ンドの木綿を輸入．

1791　アメリカ，綿

をヨーロッパに輸出。

綿　工2．O％

イギリスの綿製品の

輸出は急増し，1802

年には毛織物輸出を

なる。

江戸時代中期ごろか

ら．日本の絹の産額

が増加した原因は．

養蚕，製糸業におい

て大きな技術革新が

あったからである。

絹一〇％

万ヤードに達す。 オランダとの交渉不 凌駕した。

成立。

1810フランス．ナ 1宮04　日本綿織物

ポレオン麻織産業を 1808　アメリカのウ の生産に初めて，高

奨励。 一ル産業促進され， 機使用される。

ホームスパン．ツイ

一ド普遍化する。 このころ，伊予緋始
A．D．

められる。
二8⊥U
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報）

年代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成，合成繊維

A．D．
1811日本．中国の 1825広瀬統

1811
綿羊をとりよせ、江

戸で毛織物の製造を 1837　フランスPa・

行うが失敗する。 yen．セルロースの研

究始める。セルロー

1830　オーストラリ ス（Cellulose）の

ア．このころ全世界 名称を命名。

の％～％のウールを

供給し．全世界の85

％のメリノ穣羊と工6 1846スイス人化学

．5％の羊を保有。約 者、シェーンバイン

1700万頭。 が世界最初の人造繊

縮の原料となった二

ユ839J．Mercer， トロセルロースを発

羊毛の塩素化による ・1844J．Mercerシ 明した。実験中，硝

染着性の向上を発見， ルケット加工（マー 酸と硫酸の混合物を

繊維の特殊カ目工の始 セル化）を発見。 過って机の上にこぼ

まり。 したので，木綿の工

工846スイス， フロンでこれを拭き

Schbnbein硝酸・硫 とり，洗ってストー

酸の混酸から硝化綿 プの上で乾燥一させた

をうる。 ところ，エプロンが

燃え上がって消失し

1851ロイル「イン た。この硝化綿は起

ドにおける木綿の栽 爆薬で発火させると

培と貿易」の中で「イ 激しく爆発するので

ンドは世界の最も文 r繍火薬」と名づけ

明化した国々に，そ た。このように偶然

の優美な織物を輸出 からニトロセルロー

する」と書いている スは作られた。

1860　イギリス，ウ 　　　　『P853　7フンス，シ 工857　シェバイツァ 1859　日本．生糸国 1855　スイス，オー

オルトン　あまに油 エヴルール，拳毛の 一試薬発見．セルロ 際市場に進出 デマース，ニトロセ

からリノりウム製造 ラノリンを研究。 一スが酸化鍋アンモ ルロースの繊維化成

ニア溶液に溶解する 1867　フランス，蚕 功。

1874　日本．□シア 1875　日本、毛織物 ことを発見。 の病審のため絹織業

より亜麻を輸入し、 の自給をはかるため． 滅亡の危機にひんし 1857　ジュバイツァ

北海道で試作し戦後 下総に牧羊場ひらく 畠溝斉彬舶来の綿 たが，パスツールの 一試薬の発見，ペン

まで利用され日常生 中国から各種めん羊 糸の精巧に驚き．西 細蒐の画期的研究に ペルグ発明の端緒。

活の麻織物の大半は 13㏄余頭を輸入した 障で鑑定させる。幟 よって，この危機を

この亜麻に負うこと が失敗に終る。 毛に似て獣毛にあら 脱する。 工857　イキりス，フ

が多い。 日本で羊の飼育が思 ず，綿毛なれぱかく 一エス，蛋白繊維発

わしくないのは，雨 の如き精巧なる糸の 1876絹の精練は． 明。

が多く病気に躍りや 製出得る箸無し」と 次第に石鹸を用いる

すいからである。 した。絹綿の交織と ようになった。 エ865　シュッエンバ

課った断定をした。 一ガー，ラウデイン

1879　日本、東京に． 酪酸繊維繁発明。

原料輸入による千住 186τ日本，イギリ

製紙所を書受ける。 ス輸入の綿紡績工場 エ8？3　ノーベル．二

A．D．
鹿児島にできる。 トロセルロースから

1873
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田　　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成，合成繊維

A．D． 1881Bowm日nn綿 ダイナマイトを作る。

188ユ 種皮の繊維細胞の発

生について研究する。 1883　アメリカ．ス

ワン．ニトロセルロ

一887日本，国内線 一スの氷酢酸溶液か

からインド綿に切り ら紡糸を行う。“人

かえ．綿作おとろえ 造絹糸”と名付ける。

る。

1884　フランス，シ

このころ。セルロー ヤンドルネ（パスツ

スの分子量を沸点上 一ルの助手〕，クワか

昇法や氷点降下法に ら作ったパルプを原

よって測定され，一 料に．硝化法レーヨ

j凸ト船r＝し｛．二＾＿』一 リ凧rr甜』レー甫不十→I

A．D． 18引　愛知県尾頭，

地震…による絹1作表微

ののち．毛布生産に

転換．さらに純毛セ

ルの製造に成功。

期1に叙刀とも酉つ大

きい分子量が報告さ

れている。

工890　ロウェ，綿の

シルケット効果発見

ノの工業化に成功す

る。1934年に生産打

ち切る。

1890　イギリス，ク

ロスとビバン，人絹

製造のセルロースア

セテート法を研究。

フランス，ドスペシ．

人絹製造でキュプラ

アンモニウム法を研

究，ドイツのベンベ

ルグ法の初め

1892　イギリス，ク

ロス，ビバンとビー

ドル，ビスコース人

絹を発明。パルプか

ら作った紙を破った

りすかしたりすると，

イ可か纏瞭笹のようなも

のカ｛見えることにヒ

ントを得て，パルプ

から繊維化。現在の

レーヨンはこの方法

による。

工899　ドイツ　ベン

ベルグ法を工業化す

る。

A．D．

1900

1900年の世界各種繊維

麻　工2．2％

　1907　東北ではこの

　ころまで麻を植えて

　一切の衣生活を麻布

生産量の割合

毛　16．4％

　工906　Vi餌。n，Mo－

　I1邑nd，羊毛の塩素

　による防縮を発表。

綿71．O％

　Hawort　h．セルロー

　スかひglucoseの6

　員環構造からなるこ

絹O．4％

　1909　この年の世界

　絹生産8500万ポンド．

　このうち中国3600万

レーヨン

ァ七テート　O．04％

　Ig02マイルス，ア

　セテート法を発明。
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繊維、染料および洗剤の歴史的関係 （第1報）

年代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成，合成繊維

A．D． でまかない。正月の とを決定した。 日本3000万，イタリ 1905　ドイツ， ミュ

ユ909 着物が木綿であった ア900万ポンドを占め 　一黹tー， レーヨンの

という村もあった。 19u Traube，セ る． 工業化に成功，織物

ルロースの溶媒，銅 が完成したのはイキ

1912 日本．苧麻の 1917 日本．毛織物 エチレンジアミン溶 このころ．縄の増量 リスでユ909年，アメ

産業化起こる。 の大衆化進む。 液を発見。 加工おこなわれる。 リガでユ910年。

1918 ハリソン，羊 1913 西川　セル。 ユ916 このころから Ig06Escha1ier，

毛の熱水セットを発 ■スのx線的研究始 蚕の紡糸機構の研究 レーヨンのホルマリ’

表。 める。 始まる。 ンによるStenes目・

ge加工を発明。

1917 世界第一次大

戦後，日本 綿布生 19ほ 日本．レーヨ

産、アメリカに次い ンエ業化

で世界第二．輸出国

としては世界第一位 1919 ドイツ，化学

となる。 繊維の長繊維を切断

して．短繊維とし，

A．D． ユ92ユ Meckback， 工921 Herzo9、セ 羊毛と同じように紡

1921 羊毛のEu13n防虫 ルロースのX線的研 縷を行い天然鐵縫と

加工を発表． 究，活発におこし， 競争する。

セルロースの研究大

きく発展する。

1921Po1珊y1セル

ロースの結晶の単位

砲の大きさを決定す

る。単位胞に収容出

来るグルコース残基

を4と求め，セルロ

一スが高分子化合物 1924 アセテート織

であるという考え方 雑の本格的製造はじ

がゆらぐ。 まる．

1926 イギリス， ツ ユ926T．B．L社 尿 1926 蚕の中都糸腺

一タルT．BL、社は 素ボルマりン樹脂加 で，絹のセリシンが

麻織物に防しわ艦を 二〔を発明． 合成されることがわ 工926 ドイツ，スタ

与える樹脂加工を発 かる。 ウデインガr繊維
明． 1926 ドイツ　スタ の巨大分子構造説を

ウデインガrセル 1ヨ26 絹鳴り処理お 主張。合成繊維の製

ロースの巨大分子構 こなわれる。 造の可能性を示唆す

造説を主張。 ることになる。

A．D． 1920一正930 セルロ 1931 ドイツ，ポり

1930 一スは低分子であっ 塩化ビニル繊維製造

て，強い副原子価力 成功。

で結合し， ミセルを

形成しているという 1932Carothers，

A．D． ・低分子説が有力であ ポリエステル繊維を

1932 った。 つくり，冷延伸憎1を

253



田　　辺　　勝　　和

年代 麻 毛 綿 絹 再生．半合成，合成繊維

A．D．

1936Sp舶km日n羊 1宮34アメリカ．San 工933委の後晋匿系腺 公表。

1933
毛のセット機構を発 fordCluett，サン の腺細胞でフイブロ

表。 7オライスカ目工を考 インが合成されるこ ユ936アメリカ，カ

奏する。洗たくによ とがわかる。 ローザス，ナイロン66

る縮みを防ぐ。 製造成功。ストッキ

シグの分野から絹を

工937Meyeret目1． 駆逐するが，絹に代

セルロースの結晶構 ることはできなかっ

道として単位胞モテ た。

ルを提曙由

1938Wergin木綿

の第2次膜を膨潤さ

A．D．

1940

／940年の世界各種織維　生産量の割合

麻6．O％　　　毛n．5％

せると多数の同心円

状に重なった薄膜か

らなることを顕微鏡

で観察した。

1938Anderson．

Kerr第2次膜の腹

壁を構成するミクロ

　フィブリルは鐵縦

軸に対し約30。の傾

角をもったラセン構

遺を示していること

を見出す。

綿70．4％　　　絹O．6％

！939　日本1。桜田．

ビニロン発表。

幾鱗練1・晩

日本．この二ろまで 194王Sch－ubach 1940

亜麻は北海道で．三字1 etaIセルロースの ウレニ

麻は本州各地，九州 合成を試みる。

で，大麻は長野で栽 1941

培されていた。 ナイ

1941

リエ．

成功

上942

クリ

工946

クリ

A．D． 1950アメリカ，L． 1950

1950 PauHn9等，羊毛の イロ1

タンパク質．ケラチ

ンの分子構造を研究 1肪2

α一へりックス構造を リェー

1940　ドイツ，ポり

ウレタン繊維発明

1941日本星野，

ナイ。ン6製造成功

1941　イギリス　ポ

リエステル繊維製造

成功。

上942　アメリカ，ア

クリル繊維発表

工946　アメリカ，ア

クリル系考裁維発明

1950　フランス．ナ

イロン11製造成功

1肪2　イギリス、ポ

リェーチ．kイ繊維発表
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報）

年代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成，合成繊維

A．D． 提唱した。 ・1955M酊sh，Corey ・1953　アメリカ．ポ

ユ953 P目口1ing絹フイブロ リブルオロエチレン

1953　日本．堀尾等 インの構造はanti 繊維試験生産開始

羊毛の蜷繍機構（バ P目ra11elch日inple丑・

イラテラル構造〕を tedsheetsが基本で 1954日本．ポリ尿

解明。 あることを示す。 素繊維製造開始

・1953バンクロフト

1953Crick羊毛の 社（米〕エバーグレ ・19571嚴?ﾌ組成（フ ・1954　アメリカ　ト

プロトフィブリルは 一ズ（永久的型付加 イプロイン70－80％ りアセテート繊維製

3本よりのロープ構 工〕に樹脂加工を利 セリシン20－30％． 造開始。

造を擬喝． 周する。 ロウ質物O．4－O．8％

炭水化物ユ．2一．6％ ・1957　イタリヤ　ポ

．1955M．Ram3na一 ・1954W．AReeves 色素O．2％．無機物O． リプロビレン織維試

th3n等，羊毛の表皮 etalTHP系化合物 7％）がこのころきま 験生産開始

の重要性を指摘する。 の木綿の難燃剤を作 る。

る。 冊9　日本．ポリノ

1957　オーストラリ I工管57　F．Lucuset シック生産

ア．ウールの折り目 ・1958樹脂力日工品の 31．絹フィブロイン

づけのためのシロセ 分解発生による遊離 のアミノ酸配列は

ット加工開発 ホルムアルデヒドの Glg－A1目一Gly－Ser

臭気，皮瀬障害が間 の基本単位から成る

匙となる。 とした。

A．D．

1960頃　天然繊維と合成繊維の混紡始まる．1960

1960の世界各種繊維　　　生産量の割合

麻3．9％　　　毛9．4％　　　繍65．3％　　　絹O．2％　　　再生，半繍鱗16．7％、
　　　　　　　刎．秘
≒ｬ袋縫4．5％’

ig61Dobb，羊毛織 エ960アメりカ，新 1960日本，蚕の人 196噸光挙用繊維

雑の重要な組織成分 しい防しわ加工． 工飼育に成ユカ の製造はじまる。

の配列模様を示す繊 Wasb＆We3r　加
維、断面の模式図を提 工を開発。 ’工960　このころ繭糸 ・1963　アメリカ，

案。 のフィブロインとセ Conjugateによるウ

・ユ96ユR；・dy・t・1 リシンのアミノ酸組 一ルライクアクりル

セルロースの単結晶 成決定される。 を生産する。

三962Fraser　ミグ を得たという報告を

口7イプリルの（9 行う。 1962沢踏．絹の光 1965頃　シルクライ

斗2〕構造モデル提 沢について，編綴幾 ク合成繊維（3角断

噌。 ・ユ964木綿のパーマ 内のミクロフイブリ 函〕の研究行なわれ

ネントプレスカ同工は ルの配列による反射 る。

じまる。 の異方牲によるもの

と説明している。 ・1968　アメりカ　シ

1965頃　木綿のグラ ルクライクのポリア

ブト化による改質 1962桐村．フイブ ミトとして、キアナ

じまる。 ロインとセリシンの を発表。

アミノ酸組成につい

・1966木綿の部分力 て．フィブロインは

ノレポキシセルロース 非極性側鎖を持つア

による防汚加工． ミノ酸が大部分を占

A．D． め．結晶領域はグリ

工966 シンーアラニンの繰
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田　　辺　　勝　　和

年代 牒 毛 綿 縮 再生，半合成，合成繊維

A．D．
返しで，一方セリシ

ユ966
ンは橦社側鎖を持つ

アミノ酸が80％を占

めていると鋭明皿

ユ968F．Lucas等，

絹フィブロインのア

ミノ酸菌己列を決定。

1968　アメリカで，織物の可燃度に関する最も厳重な基準が確立される。法律となったのは1973年

工969H日ylett， ．ユ969　R．Aenishan 1669坂口，絹のス 1970日本炭素繊
Swart，ケラチン分 slinetal．木綿の難 ズ増量加工は増量の 維（アルミニウムよ

子の一次構造の一部 燃加工を行う。燐， みならず、ドレープ り軽く，スチールよ

｝．．、！．十　　　！…！｛｝　　　一1±。一． 出生言寄＾1’一＾』　i 皿“　仙　　　　　　山一⊥　コ＾　’　　一 ．I　』　■＾i　■由＾虫』』、
セ伏正三〇以候，比較

的長いフラグメント

の一次構造が数多く

解明される。

室莱糸薬剤を1丁手し

てセルロースの分解

温度を低温側ヘジフ

トさせ脱水炭化を促

進させて可燃栓物質

の発生を抑制する。

憎巨を士雷し、膳…カ、ヨ菌く

なり．触感や染色憧

もよくなるなどの利

点を見い出す。紫外

譲による劣化は促進

される。

リも…黄い夢の壽…材〕

生産される。

A．D．

／97ユ

197ユ年の世界各種織艦生産量の割合

　　　麻2，7％　　　　毛6．8％

1971Ross．羊毛の

人工捲縮カ題工を発明。

バイラテラル性の乏

しい毛でも捲縮を与

える事ができ，更に

天然の捲縮状態を拡

大，軽量，バルキー

性の商い，弾力性に

富む手編毛糸ができ

る。

197ユE3rles　S3uders

塩素／樹脂による防

縮加工を発明，洗た

くのサイクルを選ば

ない。

工972ZIPRO防炎

加工発明される。風

編48．8％　　　　　絹O．2％

1971　J．A．Cabm3ri

Jr，et　a1．木綿を液体

アンモニア処理によ

って形態安定化．強

度向上を行う，

1973頃　木綿の品種

改良（ハィブ1』ツド

コットン）の研究始

まる。

1974　B1日。kwelL

Sarkoは男1』々に，

セルロースの結晶構

造として，セロピオ

ース単位を，単斜晶

系単位格子の四隅お

よび中央に酉己置し，

中央鎖は四隅の分子

合いの変化を起こさ 顕と1司し同き㌔パフ

ず，染色物の堅牢度 レル鎖〕で，上下方

も影響をうけない。 向にずれた構造が安

足とした。これは

Valooia　セルロー

スの構造である。

A．D．

1974 1974　日本．ボルマ

1生億1：llつ1・1・

1970年　シルクライ

クアクリル発明され

る。

工972　アメリカ，ア

ラミド繊維僻熱性）

Kevlar生産。

1972麻ライクポリ

エステル発明される．

・1974アメリカ，ナ

イロンの導電性織維

発明される。帯電防

止のため。

・1975　スパンライク

繊維（ウールライク

繊維）発明される。

・1976頭ドイツ吸

水性アクリル発明。

吸水量は木綿と同じ

だが吸水遼慶は木綿

の2倍．膨潤しない

ので，空気透過性は

かわらない。繊維軸
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繊維，染料および洗剤の歴史的関係 （第1報）

年代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成、合成繊縫

A．D．
リン規制により，綿 方向に多数の細孔あ

1974
の樹脂加工によるW り。

＆Wはむずかしくな

る。 1976イギーjス，ア

ルミナ繊維（高強度，

高弾性率，耐熱性〕

生産される。

1977アメリカ，セ

ルロース系高分子液 1976　アメリカ　防

品の紡糸特許を発表。 水性と透湿性を同時

に備えた素材，ゴア

ユ977H．Z．3unget テックスを発表生産

al．木綿の低温プラ する。

スマ処理により吸水

加］二を行う。 1976絹鳴ηの機構 ユ976綿／ポリエス

解明を目的とした研 テル複重層糸発明さ

究おこなわれる。 れる。芯郭がポリエ

ユ979　H．Bauman ステル短鐵維で外層

木綿に疎水基を導入 19η　片岡ら、蚕に 部が綿でできている．

して分散染料可染性 よる絹糸の紡糸を研 綿の肌ざわ一〕で、ポ

を見出す。ボリエス 究。紡糸過程におい リエステルの機能を

テル／綿混紡品の乾 てフィブロインは2 もつ。

式転写捺染に応用さ 段階の変化を受けて

れる。 繊維化される。後部

および中部糸腺で無 19η　シルクライク

工979F．S．Da、㎜， 定形なフィブロイン ポリエステル発明さ

TH戸OH／アンモニ は前部糸験に流入す れる。

ア加工による木綿は ると同時にβ型の核

フ丁イヤーストップ を形成し、吐糸管の 1977　．難燃健アグリ

という名称で，スペ 圧糸部で絹繊維にな ル繊維発明される。

一スシャトル乗務員 るとした。

の衣料に使用された。 i979　ポリエステル

の超ミクロクレータ

繊維（濃色染色が可

能となる〕発明され

る。繊維の表面1o耐

あたO約10億個の穴

がある。

A．D、 三980年の世界各種繊維の生産量割合

1980

蘇州 @毛5－3％　綿48一’％　絹期㌘線維：：1：1〕舳
1980大石、小杉． 工980　ストレッチ素

木綿にイオン性基を 材の革命の時代に入

導入し．イオン性染 る。

料に対し可染性にす

る。

・現在，璽麻はソ連， 1980Sarkoは，木

ベルギー，アイルラ 綿セルロースの結晶

ンドで，生産され， 構造は，V31㎝iaセ
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年代 麻 毛 綿 絹 再生，半合成，合成繊維

A．D．
苧麻は中国，フイリ ルロースの結晶構造

1980
ピン、ブラジルが主 と同じではないが，

生産地である。 よく似たパラレル鎖

大麻はソ連，イタリ から成るものと考え

アで生産されている。 ている。

日本では，苧麻が福 且980羊毛，綿の混 1980羊毛，綿の混

島，沖縄で，大麻が 紡生れる。 紡生れる．従来の混

栃木で栽培されてい 紡のように欠点を補

る。芭蕉は琉球列島 うという考え方でな

（竹富，与那国．喜 く，長所をよりよく

和姦〕で，葛麻が静 生かす方法である。

岡で栽培されている。

・198宮繊維素反応型 1982超鱗田｛ごく

第4級アンモニウム ほそ）繊維（o．1ミグ

によるバイオシル加 ロン以下〕発明され

コニ（抗微生物加工） る。人工皮革に用い

が発表される。 られる。天然皮革を

しのぐものがあり，

天然品を超えるスー

1983畠山，木綿の バーナチュラルとで

強度は水との共存状 も言えるものである。

態で増大する現象は、

無定形領域が水との 1983　日本．“きし

共存により．より歪 み”特性をもつシル

の少ない状態へ変化 クライクボリエステ

・現在世．界中で飼育さ するからと考えた。 ル開発される。

A．D． れている羊は約3000

1983 種，9種類にのぼる。
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